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「FURUKAWA Power & Passion 150」

CSV（注）の視点を織り込んだ
「マーケティング経営」による
古河ブランドの価値向上
マーケティングを経営の根幹に据え、激変する市場の
中で価値を認められる製品やサービスを提供し、顧客
が抱えている課題を解決することにより「企業価値の
向上と持続的な成長」を成し遂げるとともに、SDGｓ
（持続可能な開発目標）をはじめ、我が国における国土
強靭化、生産年齢人口の減少など、様々な「社会課題」
を解決し「持続可能な社会の実現」に貢献していく。

①顧客ニーズを捉えた技術営業力（提案型・ソリュー
ション型）の強化
②市場ニーズに合致した製品・技術・サービスの開発
③強みを活かせるニッチ製品への集中と差別化戦略
によるカテゴリートップ化の推進
④新たな市場・カテゴリーの開拓・創造と新たなビジ
ネスモデルの構築
⑤社会基盤を支えてきた製品・技術・サービスを進化
させ、「社会課題」の解決に貢献

（注）CSV（Creating Shared Value：共通価値/共有価値の創
造）：企業が社会問題や環境問題などに関わる社会課題に取
り組み、社会価値と企業価値を両立させようとする経営フ
レームワークです。

 2025年ビジョン達成のための方針
機械事業の持続的拡大
①インフラ関連・資源開発等を中心に拡大する海外市
場における収益基盤の強化
②ストックビジネスの拡充・強化
③グループ総合力の発揮、エンジニアリング力の強化
によるビジネスチャンスの拡大

人材基盤の拡充・強化
①新しい古河の活力あふれる人づくり・風土づくり
②国内外の多様な人材の確保・活用・育成
③営業・サービス人材の重点強化

企業価値向上に資する投資等の
積極的推進
①成長に必要な設備投資の積極的実施
②戦略的なM&A、アライアンスによる事業拡大

経営基盤の整備
①二桁台のROEを意識した収益性・資本効率の改善
による企業価値の向上
②堅固な財務基盤の確立
③成長投資と株主還元へのバランスのとれた配分
④当社グループのCSR/ESG課題に配慮した事業運営
の実践による企業価値の向上
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2025年ビジョン

経営理念（2015年8月8日 制定）

行動指針（2015年8月8日 制定）

「カテゴリートップ・オンリーワンを基軸として成長する企業グループの実現」
－創業150周年を迎える2025年度に向けて、連結営業利益150億円超の常態化を目指します－

古河機械金属グループは、鉱山開発に始まり社会基盤を支えてきた技術を進化させ、
常に挑戦する気概をもって社会に必要とされる企業であり続けます。

私たちは、経営理念を実現するために、「運・鈍・根」の創業者精神を心に刻み、
「変革・創造・共存」を行動指針として実践します。

「変革」  未来に向けた意識改革により絶えざる自己革新を行う。

「創造」  市場のニーズに対応し、信頼され、魅力あるモノづくりを目指す。

「共存」  経営の透明性を高め、環境と調和した社会の発展に貢献する。
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編集方針
古河機械金属グループは、「社会に必要とされる企業であり続け
る」ため、社会課題の解決やSDGs達成への貢献に取り組んで
います。本報告書は、当社グループのCSRへの考え方やステー
クホルダーの皆さまに対する社会的な取り組み、環境面での取
り組みなど、CSR推進に関する活動についてわかりやすくお伝
えするために作成しています。

報告対象期間
2020年度（2020年4月1日～2021年3月31日）の実績が中心です
が、過去の取り組みに加え、2021年度の取り組みを一部含みます。
なお、組織および役職名は2021年7月末現在にて記載しています。

報告対象範囲
【環境データ】

古河産機システムズ㈱生産本部、古河ロックドリル㈱ 
高崎吉井工場、古河ユニック㈱佐倉工場、古河電子㈱ 
いわき工場、同半導体素材製造課（半導体素材分工場）、
同光学部品製造課（光学部品分工場）、
古河ケミカルズ㈱大阪工場、古河機械金属㈱足尾事業所、
古河キャステック㈱、足尾さく岩機㈱、FRDいわき㈱

【環境会計】
環境データ報告範囲、古河機械金属㈱先端技術部、
同新材料開発部

【環境データ、環境会計以外】
古河機械金属㈱、連結子会社

参考にしたガイドライン
・GRI（Global Reporting Initiative）
  「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
・環境省「環境報告ガイドライン2018年版」
・環境省「環境会計ガイドライン2005年版」
・（一財）日本規格協会「 JIS Z 26000：2012 社会的責任

に関する手引（ISO26000：2010）」

社名表示
古河機械金属㈱：分社化した中核事業会社の事業持株会社
古河機械金属グループ：連結子会社32社、持分法適用会社5社
中核事業会社： 古河産機システムズ㈱、古河ロックドリル㈱、 

古河ユニック㈱、古河メタルリソース㈱、
           古河電子㈱、古河ケミカルズ㈱

報告書発行日
2021年9月（前回：2020年9月、次回：2022年9月予定）
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新 体 制 のもとで 経 営 基 盤 をさらに強 化し、

C S Vの 視 点を 織り込 んだ マーケティング 経 営の 遂 行を 通じて、

持 続 可 能 な 社 会 の 実 現に貢 献します

代表取締役会長

会 長 メ ッ セ ー ジ

2021年6月より、私が代表取締役会長に、中戸川稔が

代表取締役社長に就任いたしました。

私は2013年6月に就任以来、8年間社長を務め、2015

年に経営理念を刷新して「社会に必要とされる企業であ

り続ける」と会社のありたい姿を明確にするとともに、

当社では初めての長期ビジョンとなる2025年ビジョン

「FURUKAWA Power & Passion 150」を制定し、その達

成に向けて変革に取り組んできました。創業150周年を

迎える2025年までを3つのフェーズに分けバックキャ

スティングする形で、第1フェーズの中期経営計画2019

では、経営指標の一つとして定めた連結営業利益85億

円を、2018年度、2019年度と続けて達成することがで

きました。その後、新型コロナウイルス感染症の世界的

な感染拡大により、更なる収益の拡大を目指す2020年

度からの第2フェーズでは、中期経営計画の公表を延期

せざるを得ず、代わりに中期経営方針2022として経営

戦略・重点課題などを公表し現在推進しています。

しかしながら、まだしばらくはコロナ禍の収束が見通

せない状況から、2021 ～2022年度は「2025年ビジョン」

の実現に向けて、経営基盤をしっかりと固める時期であ

ると認識しています。だからこそ、この2年間で体質強

化を強力に推進し、2023年度からの第3フェーズにつ

なげる「2025年ビジョン」後半を次の世代のリーダーに

託すべきと判断し、社外取締役を中心とする指名・報酬

委員会の答申を得て、中戸川社長に交代しました。 

中戸川社長は強い精神力と決断力に加え、懐が深く厚

い人望を兼ね備えており、私の進めてきた改革路線を継

承しつつ、更に強力に推進してくれるものと確信してい

ます。

新体制における私の役割は、会長として中戸川社長を

あらゆる面で支えることは当然のこととして、強いリー

ダーシップを有する中戸川社長に経営全般を幅広く任せ

ることで、私が社長時代にやり残した「2025年ビジョン」

達成のための課題解決に注力していきます。その中には、

DX（デジタルトランスフォーメーション）のほか、カー

ボンニュートラルといった社会全体のサステナビリティ

に関するテーマも含んでおり、重点的に取り組みます。

企業は、社会から必要とされ、社会へ貢献していかな

ければ、持続的に存在することはできません。私たちは

これからも CSV の視点を織り込んだ「マーケティング

経営」を遂行し、「社会に必要とされる企業であり続け

る」という経営理念のもと、世の中の様々な分野で皆さ

まの生活を支え、持続可能な社会の実現に向けて邁進

します。

ステークホルダーの皆さまには、今後の成長にご期待

いただくとともに、一層のご支援を賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。
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代表取締役社長

Q. 社長就任にあたっての
         抱負をお聞かせください。

「2025年ビジョン」の達成に向けて、リーダーシップを発揮しス
ピード感を持って変革を進めていきます。

2021年6月に当社代表取締役社長に就任し、その重責に身を

引き締めつつ、古河機械金属グループを「変えていく」という決

意を新たにしています。

世の中は今まさに激変しています。地球環境問題などサステ

ナビリティに対する意識は更に高まり、また、日本国内の人口減

少など社会課題が深刻さを増す一方で、デジタル化などの技術

革新は予想を超えるスピードで進展しています。そして今、新

型コロナウイルス感染症の蔓延によって世界経済は停滞し、社

会生活への中長期的な影響は未だ計り知れません。このように、

私たち人類は多くの課題に直面しており、社会の常識や人々の

価値観・ライフスタイルは変化し、今後も社会の変容のスピード

は増していくものと思います。

しかし、私たちがやるべきことは変わりません。それは、当社

グループが2015年に制定した2025年ビジョン「 FURUKAWA 

Power & Passion 150」の達成です。「2025年ビジョン」は、創

業150周年の当社のあるべき姿を示したもので、変化の激しい

社会にあっても社会に必要とされる企業であり続けるという経

営理念の具現化を目指しています。これまで宮川会長が進めて

こられた改革の手を緩めることなく、リーダーシップを発揮し

スピード感を持って変革を進めていきます。

Q. 古河機械金属グループの社会における
        存在意義についてお聞かせください。

当社グループの社会における役割・使命は、これまで培ってき
た技術を活かし、さらにはそれらの革新・結合などにより技術
を進化・発展させることで、現在の社会課題の解決につなげて
いくことです。

当社グループは、創業146年に及ぶ長い歴史の中で、創業当時

の鉱山業から様々な事業転換・多角化などの変革を図り、トンネ

ル掘削現場や土木・建築現場、鉱山、工場、下水処理場など、国内

外のインフラ整備を支える機械製品、また、銅をはじめ、高度情

報化社会の発展に欠かせない電子材料などの素材や高品質な化

成品などの製品・技術・サービスを提供しています。

銅山経営を創業とする古河機械金属㈱の歴史は、日本の近代

化を支え続け社会とともに成長を果たした歴史であり、一方で

は社会課題と向き合ってきた歴史でもありました。当社が創業

した1875年当時の日本は産業の発展途上にあり、銅山事業は

日本の成長を左右する基幹産業と言える存在でした。そうした

ト ッ プ イ ン タ ビ ュ ー

社会に必要とされる企業で

あり続けるために、

新しいことに挑戦する

気概をもってやり抜き、

持続的な企業価値向上を

実現していきます。
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Q. 2020年度のCSR活動の成果と、今後の活動
       推進における課題をお聞かせください。

企業経営にサステナビリティの観点を取り込み、全社横断的に
対応する新たな体制の構築を目指しています。

当社グループは、創業 150 周年を迎える 2025 年に向けた

2025年ビジョン「FURUKAWA Power & Passion 150」と合わ

せて、「 CSR2025年のあるべき姿」を策定しています。そして、

そこからバックキャストしたCSR中期目標（2020 ～2022年度）

を策定し、活動を推進しています。

2020年度はコロナ禍の影響により計画どおり進められなかっ

た活動もありましたが、CSR推進会議の指示・監督のもと、各委

員会や主管部署が中心となって着実に活動を進めてきました。主

な取り組み成果としては、①品質保証管理部の新設による当社グ

ループの品質保証および製品安全に関する活動推進、②「贈収賄

防止基本方針」「贈収賄防止基本ガイドライン」の策定、③主要取

引先への取引先CSRアンケートの調査結果を踏まえた調査項目

の見直し、④人事考課制度の見直しなどが挙げられます。

しかし、カーボンニュートラルや気候変動関連リスクへの対

応、人権デューディリジェンスなど、全社一丸となって対応すべ

き課題にも取り組んでいかなければなりません。そこで、当社

グループのリスクを統括する管理体制の構築を進めています。

取り巻く事業環境の変化を踏まえ、企業経営にサステナビリ

ティの観点を取り込み、従来の縦割りの部門・組織体制では対応

が難しかった課題に対して、コーポレート部門と事業部門が一

体感を持ち、全社横断的に対応する新たな体制の構築を目指し

ています。

このような変革を通じて、第２フェーズ（2020 ～2022年度）

は着実に活動を進めていきます。

Q. 気候変動関連リスクへの対応については、
       具体的にどのように進めていきますか。

当社グループの持続的な価値創造のために、気候変動によるリ
スクや事業活動への影響を特定し、経営戦略に取り入れて適切
に対応していきます。

2020年10月、日本政府は「2050年までに温室効果ガスの排

出量実質ゼロ」を目指すカーボンニュートラル宣言を公表しま

した。時代は大きく脱炭素社会へ向けて走り出しており、経済

と環境のバランスを意識した社会へのシフトがさらに加速して

いくと想定しています。

そのような社会づくりに向けて重要なことは、カーボン

ニュートラルを達成するための研究開発やイノベーションで

す。当社グループはすでにCO2 削減に貢献する製品を提供して

いますが、CSVの視点を織り込んだ「マーケティング経営」実践

の好機と捉え、温室効果ガスの排出量削減効果の高い製品・技

中、当社は海外から導入したさく岩機をはじめとする鉱山機械

によって技術革新を起こし、足尾銅山を産出量で国内一の銅山

へと躍進させ、日本の成長を支え続けました。

しかし、一方では、国策として銅山開発が優先される中、公害

問題が顕在化し、操業停止の危機を迎えました。当社の先達は、

そうした課題に真正面から向き合い、公害防止や副産物回収技

術などを新たに開発し、地域をはじめとしたステークホルダー

の皆さまと一緒になって解決に向けて取り組みました。

社会課題に真摯に取り組む姿勢は、現在においても変わるこ

とのない当社グループのDNAであると自負しています。たと

えば、バッテリー駆動タイプのユニッククレーンは、省エネや低

騒音だけでなく、排気ガスを出さないことで労働環境の改善に

も寄与してきました。昨年販売を開始した全自動ドリルジャン

ボは、山岳トンネル施工現場において作業員の安全性を確保す

るための掘削作業の自動化、せん孔作業の効率化・高精度化によ

り、生産性向上だけではなく熟練作業員確保などの課題解決に

も寄与しています。

このように、当社グループの社会における役割・使命は、これ

まで培ってきた技術を活かし、更にはそれらの革新・結合などに

より技術を進化・発展させることで、現在の社会課題の解決に

つなげていくことです。その活動の結果が、社会課題の解決に

寄与することができ、これこそがグループを挙げて推進してき

た「CSV※の視点を織り込んだマーケティング経営」の実践です。

これからも常にお客さまの視点で物事を捉え、抱えている課題、

見えていない課題やニーズを察知し、当社グループの強みを活

かして社会価値を提供することで、企業価値を高めていきたい

と思います。

※ CSV（ Creating Shared Value）：共有価値の創造。企業が社会問題や環境
問題などに関わる社会課題に取り組み、社会価値と企業価値を両立させよ
うとする経営フレームワーク。
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従業員が自身の評価に対してより納得感を得られるようにする

ために上司と部下の面談やフィードバックを適切に実施し、よ

りコミュニケーションを図ることができるような仕組みへと変

えました。

このようにして、従業員一人ひとりが自身の仕事に意欲と誇

りを持つことが、業務を改善する力やお客さまの期待に応える

力の源となります。そして、それが成し遂げられたときに、「お

客さまや社会の役に立っている」という達成感につながり、ひい

ては当社グループが社会から必要とされる企業であり続けられ

ると思います。

Q. 最後に、ステークホルダーの皆さまに
        メッセージをお願いします。

ステークホルダーの皆さまの期待に応え、「社会に必要とされる
企業であり続ける」という経営理念の実現を目指します。

事業環境が激変する中、持続的に成長していくためには、皆

が同じビジョンを共有しグループ一丸となって変革を進めてい

かなければなりません。そのため、これまでに培った経験や技

術を活かし、当社グループならではのCSVの視点を織り込んだ

「マーケティング経営」を軸に、「Power」（力強さ・スピード）と

「Passion」（熱意・情熱）をもって、2025年ビジョンの達成に邁

進していきます。そして、何より大事なことは、グループのすべ

ての役職員がこのビジョンの達成に向け、新しいことに挑戦す

る気概をもってやり抜くことです。だからこそ、私自身も将来

への希望と強い覚悟をもって取り組んでいきます。

今後もすべてのステークホルダーの皆さまの期待に応え、「社

会に必要とされる企業であり続ける」という経営理念の実現を

目指します。

術・サービスなどを提供することで、脱炭素社会の実現に貢献し

ていきます。

一方、投資家からは、気候変動に関連する経営戦略やリスク管

理能力が重要視され、企業には気候関連情報の開示が求められ

ていることも認識しています。

当社グループにとって、気候変動がもたらすリスクは事業の

継続に関わる大きな問題であり、気候変動への対応は喫緊の課

題であると認識しています。たとえば、気候変動を起因とした

洪水や台風などの自然災害により、当社グループの生産拠点や

当社グループの調達先が被災するなど、調達や製品供給におけ

るリスクが考えられるほか、物流などの事業活動にもリスクを

もたらします。当社グループの持続的な価値創造のためには、

気候変動によるリスクや事業活動への影響を特定し、経営戦略

に取り入れて適切に対応していく必要があります。

そのため、省エネや設備投資などのあらゆる対策に取り組む

とともに、TCFD※（気候関連財務情報開示タスクフォース）の提

言に沿った情報開示に努めていきます。具体的には新しい組織

を立ち上げて検討を進めていくことを考えています。検討にあ

たっては、古河機械金属グループの経営を預かる立場として私

自身が率先し、スピード感をもって進めていきます。

※ TCFD(Task Force on Climate-related Financial Disclosures)」：気候関連
財務情報開示タスクフォース。G20の要請を受けた金融安定理事会（FSB）に
より、気候関連の情報開示および金融機関の対応をどのように行うかを検討
するため設立された。

Q. 人材戦略の基本的な考え方について
        お聞かせください。

従業員一人ひとりが自身の仕事に意欲と誇りを持つことが、「社
会の役に立っている」という想いにつながり、ひいては社会から
必要とされる企業につながると信じています。

当社グループが持続的な成長を続けていくためには、多様な

人材を活用し、働き方の多様化を推進することにより、一人ひと

りが能力を最大限に発揮して新たな価値を創造することができ

得る、働きがいのある職場環境を実現することが極めて重要で

あると考えています。また、グループの成長戦略を踏まえた優

秀な人材の確保・育成にも努めています。

今年度、当社は従業員意識調査を実施しました。従業員の意

見をしっかりと聞き、様々な改革に活かすことが狙いですが、そ

の根底には従業員にとって働きがいのある会社にしたいという

想いがあります。私は、働きがいのある会社とは従業員が仕事

に積極的に関わることができ、充実感を得られる会社であると

考えています。加えて、従業員と会社あるいは従業員同士でお

互いの意見をしっかりと言い合えることにより、連帯感が生ま

れ、従業員も会社も活性化できると考えています。それを促進

するために、2020年度には人事考課制度を改定しました。また、

T o p  I n t e r v i e w
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中 核 事 業 会 社 の S D G s へ の 取り組 み

特 集 1
機械事業 ロックドリル部門は

「トンネル工事用機械」で
「社会インフラ整備」に貢献

現代社会では、移動手段として鉄道や道路が欠かせない存在に

なっています。その鉄道や道路には、いくつものトンネルがあります。

古河機械金属グループの古河ロックドリル㈱では、トンネル

工事用機械を製造・販売しています。
トンネル工事用機械「ドリルジャンボ」

その他

シールド
施工法

山岳
施工法

15％

27％ 58％

■参考：トンネル工事で使われる施工法（2019年度）

出典：
一般財団法人日本トンネル
技術協会「トンネル年報」

❶ 熟練作業員の不足
少子高齢化が進むなか、熟練の作業員が退職し、
経験の浅い作業員でそれを補わなければならな
いうえ、若者の就業率も低くなっています。技術
力不足と人手不足、双方が課題となっています。

❷ 作業現場の安全の確保
トンネル工事における労働災害は、建設業全体の
約0.5%※1を占め、災害発生場所はトンネル工事
の最前線である切羽付近の災害が96%以上※2を
占めています。

❸ トンネル完成までのコスト削減
工事期間、計画した掘削範囲、人件費など、計画
と進捗に相違が生まれると、余計なコストが発生
してしまいます。

せん孔作業の自動化を推進 トンネル作業の自動化 作業の自動化による
計画どおりの進捗を実現

※1 厚生労働省の2019年労働災害統計より　※2 労働安全衛生総合研究所の2010年の調査より（支保工建込43％、装薬36％、掘削12%、吹付5％）

　 トンネル工事で活躍する「ドリルジャンボ」と「鋼製支保工建込ロボット」

　 トンネル掘削時の課題と同社の取り組み

　 課題の共有

トンネル工事には、建設場所の地質などの違いからいくつかの
施工法があります。代表的な施工法が山岳施工法、シールド施工
法などです。山岳施工法は硬い地盤の場所、シールド施工法は軟
らかい地盤の場所に適した施工法です。

現在、主流となっている山岳施工法はNATM(ナトム)工法（発破
工法）であり、同社はトンネル断面に孔を開ける作業とロックボルト
を打ち込む作業を行うトンネル工事用機械「ドリルジャンボ」と、トン
ネル側面に支保工と呼ばれる鋼製の枠を設置しコンクリートを吹き

このような課題は、トンネル工事を国や道路会社・鉄道会社な
どから請け負う建設会社も認識しており、工事開始時点の全体会
議での方針説明の時や個別に行われる技術相談の時など、建設会
社によって様々な方法で同社にその要請が伝えられます。また、
トンネル工事の安全性については厚生労働省も「山岳トンネル工

付けるエレクタ付きコンクリート吹付機（鋼製支保工建込ロボット）
などの機械を提供しています。

切羽付近からの崩落イメージ

　 トンネル作業における労働災害のリスク

発破工法では切羽と呼ばれるトンネル断面に人が近づき、作
業を行う工程があり、労働災害はこの切羽付近で発生しやすい
傾向があります。その主な原因は、肌落ちと呼ばれる切羽付近か
らの崩落です。

切羽に孔を掘るせん孔作業も安全性に大きく影響します。せん
孔の位置や角度がずれることで切羽付近の地質が緩み、肌落ちに

つながります。また、発破の
実施位置と計画位置に相違
が生じて追加コストが発生
するなど、せん孔の技術は
トンネル作業全体に大きな
影響を及ぼします。

事の切羽における肌落ち災害防止対策に係るガイドライン」など
の指針を定めています。

同社は、安全を最優先し、かつ経済合理性の伴うトンネル工事
を目指し、トンネル工事に使用する機械の完全自動化を目指して
います。
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【担当者のコメント】
　当社グループは1875年の創業以来、鉱山開発の技術を発展させてきました。現在はこ
の技術を社会に必要なインフラであるトンネル工事に役立てています。
　当社グループの強みは、創業以来、脈々と受け継がれてきた技術を発展させて、当社グ
ループ独自の技術を確立しているところだと思います。ロックドリルでは、掘削技術を継
承し、心臓部となるさく岩機（ドリフタ）のほとんどすべての部分を自社技術で生産してい
ます。このことは、ロックドリル事業にとって大きな強みであると思っています。
　私たち自身にとっても、普段の生活の中で当社グループの機械で工事したトンネルなど
の事業実績に直接触れられることは、仕事における大きなやりがいにつながっています。

貢献する
主なSDGs

古河ロックドリル㈱
営業本部 特機部 副部長 村上 進(左)
高崎吉井工場 副工場長 兼 ライフサイクル
サポート本部 主席技師長 小六 陽一(右)

■全自動ドリルジャンボ「J32RX-Hi ROBOROCK®」
❶ 熟練作業員と同等以上のせん孔位置合わせをコンピュータ制御で可能に
●せん孔計画に沿ってガイダンスするナビゲーション機能に加え、せん孔ブームの自動位置合

わせ機能を追加したことで、最短ルートで自動ポジショニングするコンピュータ制御が可能。
●岩盤の変化に対応してせん孔操作の重要な要素である打撃・回転・フィードの３要素を自動調

整することで、スムーズな全自動せん孔を実現し、作業を各段に効率化・高精度化。
●最少1人でせん孔作業が可能になり、生産性向上。

❷ 様々な工法にも対応し安全を確保
●「スライド格納式大型チャージングケージ」を２基搭載し、切羽作業

の安全性と作業効率を向上。
●補助ベンチ長約4.5mまで作業可能な「３段伸縮式チャージングブー

ム」を採用したことで、補助工法や付帯作業の生産性向上も実現。
●センサーを装備し、自動作業中に切羽に人が入ろうとすると警報

装置が作動し、作業を停止。

【環境配慮】
オフロード法2014年基準適合クリーンエンジンを
搭載し、環境に配慮しています。

❷
❶

　 同社機械の主な特徴

　 今後の課題

■鋼製支保工建込ロボット
❶ 位置合わせを簡単にするナビを搭載
自動追尾型トータルステーションなどで構成する「支保工位置ナビゲー
ションシステム」の採用、支保工位置の微調整が可能な「高性能エレクター」
により、オペレータ１名での鋼製支保工の位置合わせ作業が可能になりま
した。

❷ 危険な場所での作業を最大限に減少
ワンタッチ式クイックジョイントによる天端継手締結※3や金網と転倒防止
用アンカーを事前に設置した鋼製支保工を把持しながらコンクリートの吹
き付けを行うことで、作業員の切羽への立ち入りを最少にしています。

❸ ICTの活用で作業スピードをアップ
鋼製支保工の位置合わせにICTを活用、金網など現場設置作業を省略、コ
ンクリート吹き付けと鋼製支保工の建込を同時に作業するなど、通常の
施工スピードの約1/3で鋼製支保工建込が可能になりました。

❹ ICTの活用で作業精度を向上
ICTを活用することで鋼製支保工の建込位置の精度が向上し、従来の定
尺長のつなぎ材を省略することで、カーブ区間における建込精度が向上
しました。
※3 トンネル上部で左右側面に設置する支保工をひとつにつなぐ作業。

　せん孔作業は全自動になりましたが、トンネル作業すべてが全自
動になった訳ではなく、まだ手動に頼っている部分があります。特に
切羽に立ち入る爆薬の装填作業はこれまでと同様に人手に頼る作業
です。爆薬装填作業については火薬類取扱管理および発破作業に関
する法令があり、より安全なトンネル工事を実現するためには、法改
正に関わる方面とのパートナーシップも必要になります。
　また、ロックボルトに関しては、モルタルの注入が人手により行
われていることやロックボルトの挿入が人手により行われる場合
があることに関する安全性の課題、ロックボルトは細長い形状をし
ていますので、ロックボルト孔のせん孔だけでなく挿入の時間を短
縮する課題、この２つの課題を自動化によって解決することがメー
カーに求められています。
　現在同社では、この課題を全自動ドリルジャンボで克服すること

は困難なことから、ロックボルタと呼ばれるロックボルト作業専用
機を開発し、市場に投入しています。このロックボルタは、人手を
介さずにせん孔⇒モルタル注入⇒ロックボルトの挿入の一連の作
業のすべてをオペレータデッキで操作することが可能な機械です。
　一方、鋼製支保工建込ロボットの安全性の課題も人手に頼ってい
る部分があることです。例えば、ワンタッチ式クイックジョイント
による天端継手締結を自動化できれば、支保工建込は切羽への立ち
入りを完全に不要とし、トンネル建設工事による労災事故の43％
を0にできます。
　今後も、安全性と生産性の向上のため、自動化技術を推進してい
きます。

センサー
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　 電子機器の高度化

電力の制御を役割とする半導体デバイスは様々な場所で利用
されています。鉄道車両で使用されるインバーターや、自動車で
はEV化や安全運転機能強化を目的に多く用いられており、また
高度化が進んでいます。

半導体デバイスの高度化には、電流量の増大や回路の複雑化
による狭幅化が伴います。これにより、熱の発生量が増加するこ
とからほかの機器類への影響が問題となっています。

　 電子機器の市場動向

WSTS（ World Semiconductor Trade Statistics：世界半導
体市場統計）によると、コロナ禍でのテレワークの急増や通信量
の急拡大によるデータセンタ増強などの理由で、インターネッ
ト上のデータ通信量が飛躍的に伸びていることが窺えます。電
子機器の需要は、通信機器の分野では、5G/ローカル5Gをはじ
めとしたネットワークの高度化、デジタルを活用した社会的距
離の確保や遠隔・非接触・非対面の実現、自動車分野でのEV化
による電装率の向上などにより、更に伸びていくことが予想さ
れます。この需要の伸びに対応するためにも電子機器の高度化
が必要不可欠となり、半導体デバイスの放熱能力向上も課題と
なっています。

　 放熱課題

これまでの電子機器は、半導体デバイス自体の耐熱性がそれほ
ど高くなかったことから放熱の問題がクローズアップされること
は稀でした。しかし、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術
総合開発機構（NEDO）がこれまで採用されてきたケイ素（Si：シリ
コン）より耐熱性に優れた炭化ケイ素（SiC：シリコンカーバイド）
基板の実用化に成功したことから、昨今ではパワー半導体と呼ば

れる耐熱温度の高いSiCデバイスの使用が活発化しています。
SiCデバイスは耐熱温度が450℃と高く、電子機器の小型化や

簡略化が実現しました。しかし、その周辺の機器には耐熱性が追
いつかないものもあり、発生した熱を放熱しないと全体のシステ
ムが正確に作動しないという問題が発生しました。

　 課題の共有

一般的な放熱問題として、高温による電子機器からの発煙、発
火の危険性やデバイスの動作スピードの低下ならびに動作不良、
故障頻度の増加や製品寿命の短縮といったものが知られています
が、問題の原因は電子機器メーカーごとに異なります。

同社の販売先は主に電子機器の部品メーカーや素材メーカー
であることから、課題を抱えている電子機器メーカーと直接の接
点を持てず、問題点の特定に難しさがありました。同社は、製造す
る部品の仕様をクリアする相談や素材自体の特性に関する問い合
わせに丁寧に向き合うことでお客さまの信頼を得られ、現在では
徐々に課題の本質に関する相談も増えてきています。

窒化アルミニウム製品を製造する焼成炉

特 集 2
素材事業 電子部門は

「窒化アルミニウム」で
「豊かな社会の実現」に貢献

現代社会では通信技術の発展、ハイブリッド自動車や

電気自動車の登場、レーザーを応用した機器の発達、鉄

道車両の省力化などにおいて、豊かな社会を実現するた

めに半導体デバイス技術の躍進が必要不可欠となってい

ます。古河機械金属グループの古河電子㈱では、その高

度化する電子機器を支える放熱部材「窒化アルミニウム

（AlN）」を製造・販売しています。

中 核 事 業 会 社 の S D G s へ の 取り組 み
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貢献する
主なSDGs

特長 粉状で高い放熱効果 均熱性、耐食性、熱伝導性 高い放熱・絶縁効果

主なお客さま 樹脂メーカーや放熱シートメーカー 半導体製造装置や高圧電源装置の
製造会社

半導体レーザーや通信用の素子を
製造する精密加工会社

使用される
主な製品

スマートフォンやノートパソコン、自
動車などに搭載するシリコンなどの
樹脂製放熱シートや封止材

半導体製造装置用のプレートなどの
部品、鉄道車両や衛星・航空機に搭載
する高電圧電源装置

高出力のレーザー素子向け基板、高出力
LED（カメラのフラッシュ、プロジェク
ターランプなど）、通信モジュール部品

同社のAlN製品

■フィラー ■部品 ■基板

 　課題解決に向けた取り組み

汎用製品 同社の現製品 実証製品

170
230 250

高熱伝導率基板の
ニーズの高まりを予想し、
実現に向けて開発中

AlNの実用化が進むにつれ、課題が明確になりました。その一つ
が強度、そしてもう一つが靭性です。この課題を解決するために同
社は、昨年までNEDOの助成事業を活用し、国立大学および国立研
究開発法人と共同して機械的特性（靭性、強度）に優れた窒化アルミ
ニウムの基板開発を実施しました。この開発プロジェクトでは、特
性を向上させるための添加物質およびその性状開発を国立大学が、
この物質を利用して基板の強度と靭性を向上させることを同社が、
基礎研究と解析などを国立研究開発法人が担当し、一定の結果が得
られました。現在はこれまでの研究成果をもとに、より特性を高め
る技術開発と製造コスト視点での取り組みを同社で継続中です。

また、各種端末類やデバイスの高放熱化への要求は今後も進展
します。AlNに最も求められている熱伝導率特性を高める課題に
も挑戦しています。このたび同社はAlNの製造条件の最適化に
よって、工業用の多結晶セラミックス材料としては従来から世界
最高水準であった熱伝導率230 W/m・Kを250W/m・Kに高める
ことができており、2021年度中に上市予定です。

高い絶縁性能を持つAlNが電子機器の高度化に更に用いられ
るためには、電子機器が使われる様々な条件に対応しなければな

りません。そのためには、今回達成した機械特性や熱特性を今以
上に向上させる必要があります。また、SiC以上の能力を持つ半導
体デバイス基板の登場があるかもしれません。同社は、半導体デ
バイスの機能が最大限に発揮されるよう、AlNの特性向上やコス
トダウンにチャレンジするとともに、AlN以上の能力を持つ他の
素材発掘にも挑戦し、電子機器の高度化に伴うお客さまの課題解
決に貢献していきます。

■AINの熱伝導率(W/m･K)

【担当者のコメント】
　私たちには、材料の課題を抱えたお客さまから多くの相談が寄せられます。お客さまとのやり取りの結
果、AlNを使用することで課題が解決し、感謝されたときはやりがいを感じます。
　当社グループにおいては、AlNはとても規模が小さい事業です。セラミックスというと高度な化学製品
製造に聞こえますが、窯業ですので焼いてみないとわからない領域があります。しかし、30年の実績の中
でトライアンドエラーを繰り返した経験により、少しずつ独自技術を確立し市場の信頼を得られたと自負
しており、実際にAlNに関する相談は当社に集まることが多くなってきました。これからも、お客さまの
課題を解決するため、信頼いただける丁寧な対応と的確な提案を行うことで「豊かな社会の実現」に貢献し
ていきます。

古河電子㈱営業部 営業課
技師長　川島 輝夫
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2030

古河機械金属グループにおいて、危機管理体制
のみならず、リスクマネジメント体制の構築、
整備も実現する

すべての役職員が、国際社会に通用する高い
コンプライアンス意識を備え持つ

環境・安全活動を推進する
（環境負荷低減、環境・安全の確保、生物多様性
保全の推進、環境・安全活動成果の公表、
休廃止鉱山における無事故・無災害の継続）

ＦＵＲＵＫＡＷＡ製品のブランド力向上と
カテゴリートップを目指す

人材基盤を拡充・強化する
従業員一人ひとりが能力を最大限に発揮して
新たな価値を創造することができ得る
働きやすい環境を整備することによる
働きがいのある会社を実現する

顧客に信頼される製品を持続的に生産、販売する
ためにＣＳＲ調達を基盤としたＱＣＤ※を追求する

［ SDGs：持続可能な開発目標 ］

■ 世界共通の課題解決への貢献
　2015年9月に国連総会でSustainable Development 

Goals（SDGs：持続可能な開発目標）が採択され、人間、地

球および繁栄のための行動計画が示されました。SDGsは、2030

年に向けて持続可能な開発に関する地球規模の優先課題や世

界のあるべき姿を明らかにし、17の目標と169のターゲットを

軸に、地球規模の取り組みを推進しようとするものです。

　当社グループは、事業活動や企業の社会的責任を果たす

ための取り組みを通じて、国際社会が協調して定めた

SDGsへの貢献を目指しています。

3つのステップで社会課題の解決にアプローチ

事業プロセスで貢献STEP 1

製品・サービスを通じて貢献STEP 2

ステークホルダーと連携して貢献STEP 3

成長の加速と
更なる収益性向上

2025
C S R 2025年のあるべき姿

持続可能な社会の発展

C S R中期目標（2020～2022年度）

中期経営方針2022
（2020～2022年度）

2025年ビジョン

Corporate Social
Responsibility

Management
Philosophy

Management
Plan

CSR

経営計画

経営理念

古河機械金属グループの事業とCSRの位置づけ
当社グループのＣＳＲは、「経営理念」を実現するための実践そのものと考えています。1875年（明治8 年）の銅鉱山事業の創業以来、

未来に向けた永続的な意識改革により、絶えざる自己改革を実践するとともに、常に時代の要請に応えるべく、信頼され、

魅力あるモノづくりを追求し、様々な事業を展開する中で、我が国産業界の発展に少なからず貢献してきました。

今後も、社会から必要とされる企業であり続けるために、経営の透明化を図り、未来に向けたモノづくりを

更に強化し、様々なステークホルダーの皆さまとのコミュニケーションを深めながら、

環境と調和した持続的な社会の発展に貢献していきます。

■ＣＳＲ中期目標
活動組織名 CSR中期目標（2020 ～2022年度）

危機管理委員会
● 当社グループにおける危機管理体制の構築
● 当社グループにおけるリスクマネジメント体制の構築

コンプライアンス委員会

● コンプライアンスを徹底する意識の向上
● 企業行動憲章、役職員行動基準の周知
● 各種ガイドライン、マニュアルの整備・拡充
● コンプライアンス違反の適時・適切な報告の徹底

環境安全管理委員会

● 環境パフォーマンス（CO2、水、廃棄物、化学物質）の継続的な改善の推進
※ ESG投資動向、SDGs要求事項等を踏まえ、環境パフォーマンスの結果および活動内容の公表方法を改善（対応）する

●現場力の向上を推進
●無事故・無災害達成に向けた取り組みの強化
●生物多様性保全活動の推進

古 河 機 械 金 属 グ ル ー プ の C S R
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2030

古河機械金属グループにおいて、危機管理体制
のみならず、リスクマネジメント体制の構築、
整備も実現する

すべての役職員が、国際社会に通用する高い
コンプライアンス意識を備え持つ

環境・安全活動を推進する
（環境負荷低減、環境・安全の確保、生物多様性
保全の推進、環境・安全活動成果の公表、
休廃止鉱山における無事故・無災害の継続）

ＦＵＲＵＫＡＷＡ製品のブランド力向上と
カテゴリートップを目指す

人材基盤を拡充・強化する
従業員一人ひとりが能力を最大限に発揮して
新たな価値を創造することができ得る
働きやすい環境を整備することによる
働きがいのある会社を実現する

顧客に信頼される製品を持続的に生産、販売する
ためにＣＳＲ調達を基盤としたＱＣＤ※を追求する

［ SDGs：持続可能な開発目標 ］

■ 世界共通の課題解決への貢献
　2015年9月に国連総会でSustainable Development 

Goals（SDGs：持続可能な開発目標）が採択され、人間、地

球および繁栄のための行動計画が示されました。SDGsは、2030

年に向けて持続可能な開発に関する地球規模の優先課題や世

界のあるべき姿を明らかにし、17の目標と169のターゲットを

軸に、地球規模の取り組みを推進しようとするものです。

　当社グループは、事業活動や企業の社会的責任を果たす

ための取り組みを通じて、国際社会が協調して定めた

SDGsへの貢献を目指しています。

3つのステップで社会課題の解決にアプローチ

事業プロセスで貢献STEP 1

製品・サービスを通じて貢献STEP 2

ステークホルダーと連携して貢献STEP 3

成長の加速と
更なる収益性向上

2025
C S R 2025年のあるべき姿

持続可能な社会の発展

C S R中期目標（2020～2022年度）

中期経営方針2022
（2020～2022年度）

2025年ビジョン

Corporate Social
Responsibility

Management
Philosophy

Management
Plan

CSR

経営計画

経営理念

活動組織名 CSR中期目標（2020 ～2022年度）

品質保証委員会

● 品質向上
　（1） 製品クレームの削減・ゼロへの挑戦
　　　①変化点・変更点管理の強化
　　　②開発設計段階における品質向上への取り組み
　　　③繰り返しクレームの撲滅
　（2） 品質保証への意識向上
　　　①教育の充実化によるスキルの底上げ
　　　②部門間情報共有システムの改善
　　　③海外調達・海外工場における品質保証マネジメントの強化
● 安全性向上
　（1） 製品の安全性評価システムの見直し・改善

人事総務部

● 人材育成
● 健康経営の推進
● ダイバーシティの推進
● 就労環境の整備

資材部

● CSR調達体制の構築
● サプライヤマネジメント（QCD＋CSR）システムの強化
● CSR活動の社内強化

※ QCD ：Quality（品質）、Cost（コスト）、Delivery（納期）。
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■ 高純度金属ヒ素
モバイル機器やレーザーの原料と
して使用されています。

■ 密閉式吊下げ型コンベヤ
搬送物を密閉して自由自在に
垂直搬送できます。

■ 油圧ブレーカ
岩石の小割りやコンクリートの
破砕に使用されています。

■ 亜酸化銅
環境配慮型素材として
船底塗料に使用されています。

■ AlN セラミックス
電子機器の高性能化に伴う熱対策
素材として使用されています。

■ ユニッククレーン
トラックに搭載されたクレーン。
建設現場などで活躍しています。

製品・サービスを通じて貢献
毎日の暮らしをよく眺めてみると、本当に身近なところで古河機械金属グループの製品や

技術が活躍しています。便利で豊かな生活を実現し、安心・安全な社会を守るために、

当社グループの製品や技術が暮らしのすみずみで活かされています。

■ ミニ・クローラクレーン
海外では高層ビルなどの
建設現場で活躍しています。

■ 圧砕機
ビル解体現場などでコンクリート
の破砕や鉄骨・鉄筋の切断に使用
されています。

古 河 機 械 金 属 グ ル ー プ の C S R
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■ 電気集じん装置
工場などで大気汚染を防止する
設備です。

■ コイル
電子制御装置や電源などに使用される
ノイズ対策用フィルターコイルです。

■ オーシャンクレーン
カキの養殖や漁業の陸揚げに
使用されています。

■ トンネルドリルジャンボ
リニア中央新幹線などの工事で
活躍しています。

■ ベルトコンベヤ
大量の土砂や鉱石、石炭などの
原料を運搬する装置です。

■ 破砕機
砕石場などで岩石を細かく破砕する
機械です。

■ 油圧クローラドリル
砕石場や石灰石鉱山で発破用の
孔を掘る機械です。

■ 電気銅
家電・通信・自動車関連の電線や
銅管などに使用されています。

■ 下水処理施設のポンプ設備
全国各地の下水処理場や浄水場で
豊富な実績があります。

■ ユニックキャリア
新車や故障車などを運ぶ
キャリアカーです。

■ 橋梁・鋼構造物
歩道橋や自動車道などを
建設しています。



15

CSRマネジメント

■CSR推進体制

当社グループでは、CSR活動を強力に推進するために古河機械金属㈱に「 CSR推進会議」を設置し、ステークホルダーの皆さまに対す
る責任を明確にし、取り組むべき重点課題を特定したうえで、積極的にCSR活動に取り組んでいます。
「CSR推進会議」は、当社代表取締役社長を議長とし、当社の「CSR推進室」が事務局となり開催します。主な役割としては、当社グループ

のCSR活動の基本方針・推進体制・活動計画の策定、活動状況の検証・評価、重点施策の立案など、CSRにおける様々な課題を審議します。
また、当社の組織である「危機管理委員会」、「コンプライアンス委員会」、「環境安全管理委員会」、「品質保証委員会」の４つの委員

会と当社の「人事総務部」、「資材部」の２つの部署を「CSR 推進会議」の構成組織とし、CSR 活動の執行部門であるグループ各社や当
社の各部門との連携を図り、計画、実行、評価、改善のPDCAサイクルを展開していきます。

■ステークホルダーとの関わり

当社グループでは、CSR 活動の強化と経営理念の実現に当たり、当社グループが考えるステークホルダーを、「お客さま」、「取引
先」、「株主・投資家」、「従業員」、「地域社会」、「地球環境」と定めました。そのうえで、それぞれのステークホルダーに対する責任を明
確にし、適切なコミュニケーション活動を通じ、信頼関係を構築し、企業価値の最大化を目指します。

CSRの推進体制図

ステーク
ホルダー ステークホルダーに対する責任

お客さま 安全で高品質な製品とサービスを提供し、お客さま
満足度の向上を目指します。

取引先
公正かつ公平、経済合理性に基づく安定的な調達を
実践し、共存共栄ができる互恵関係の維持と構築に
努めます。

株主・
投資家

適時かつ適切な情報開示とIR活動を通じたコミュニ
ケーションにより、企業価値の増大を目指します。

ステーク
ホルダー ステークホルダーに対する責任

従業員
安全で健康な、かつ多様な人材が活躍できる働きやす
い職場環境を実現し、適正な評価基準と公平な処遇を
実施します。

地域社会 地域社会との共生を目指した社会貢献活動を通じ
て、良好な信頼関係の維持と構築に努めます。

地球環境
環境配慮型の技術と製品の開発を進め、省エネ、省資
源、廃棄物削減など地球への負荷軽減に努め、生物多
様性の保全に取り組みます。

執行部門委員会および主管部署

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
各
段
階
で
の
報
告

Plan
グ
ル
ー
プ
各
社
・
各
部
門

Do

Check

Action

活動計画の策定

活動の実行

活動実績のチェック

必要な対策の実行

答申・報告

指針・指示

報告

指針・指示

連携

C
S
R
推
進
会
議

代
表
取
締
役
社
長

危機管理委員会

コンプライアンス委員会

環境安全管理委員会

品質保証委員会

人事総務部

資材部

CSR推進室（事務局）

古河機械金属グループは、これまで進めてきた、本格的モノづくり、仕組みづくりを通じた事業活動、

環境保全活動、社会貢献活動、人材育成活動などの様々な活動を、ガバナンス体制と

コンプライアンスの強化を図りながら、「企業の社会的責任」（以下、CSR）として推進します。

古 河 機 械 金 属 グ ル ー プ の C S R

CSRマネジメントについてはこちら
https://www.furukawakk.co.jp/pdf/CSR/csr_01.pdf
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■重点課題の特定

当社グループでは、事業活動を通じて広く社会に貢献するこ
とを実現するために、重点課題を特定し、CSR活動への取り組み
を強化しています。

CSRの重点課題特定においては、ステークホルダーと当社グ
ループの双方の視点からCSRに関連する重要な課題を抽出し、
その課題の重要性の分析・評価を行い、当社グループのCSR重
点課題を特定しました。

活動報告ページは、当社グループのCSR重点課題に沿ってご
報告しています。

重点課題の
決定・承認課題抽出 課題の重要性

を分析
ステークホルダーおよび
当社グループにとっての

重要性を評価

重点課題特定までの
ステップ

■各委員会および所管部署の2021年度の目標

危機管理
委員会

❶ 危機発生時の対応力の向上

❷ グループBCPおよび中核事業会社の
BCPの見直し改善

❸ 地震以外のリスクの抽出、対応策の検討

コンプライ
アンス
委員会

❶ コンプライアンス研修の拡充（継続）

❷ コンプライアンスチェックの実施

❸ 公益通報者保護法改正に伴う内部通報制度の見直し

❹ 個人情報保護法等遵守への体制整備

環境安全
管理

委員会

環境保全・
安全衛生

活動

❶ 環境パフォーマンス（ CO2、水、廃棄物、
化学物質）の継続的な改善の推進

❷ 現場力向上のための
教育・指導の推進

❸ 無事故・無災害に向けた
予防対策の強化

❹ 生物多様性保全活動の推進

休廃止鉱山
管理

❶ 知識・技能伝承などによる
現場力向上の推進

❷ 坑廃水処理施設の維持管理

❸ 集積場・坑内の整備推進

品質保証
委員会

❶ クレーム件数・費用の削減

❷ 製品の安全性の向上

❸ 「品質保証」体制の強化

人事総務部

❶ 人材育成

❷ 健康経営の推進

❸ ダイバーシティの推進

❹ 就労環境の整備

資材部

❶ 主要取引先の第2回取引先CSRアンケート開始

❷ 主要取引先のマネジメント(QCD + CSR)強化

❸ 取引先とのパートナーシップの醸成

❹ 全社的なCSR調達推進活動の継続

CSR 重点課題 掲載ページ

グループガバナンス体制の徹底

コンプライアンスの強化

お客さまから満足を得られる製品・サービスの提供

環境保全活動の推進

従業員にとって働きやすい職場環境の実現と
公正な評価と待遇

取引先との公正かつ公平な取引関係と
互恵的信頼関係の構築

社会貢献活動の推進

株主・投資家とのコミュニケーション

P17

P20

P21

P23

P29

P33

P35

P36
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ΨόφϯスͱϚωδメϯτグループガバナンス体制の強化

コンプライアンスの強化

お客さまとの関わり

環境への取り組み

従業員との関わり

取引先との関わり

株主・投資家との関わり

地域社会との関わり

ํ͑ߟຊతͳج

ߏ業ا、ΊΔ͜ͱߴӦのಁ໌ੑΛܦ、ցۚଐάϧʔϓはػՏݹ
のมֵΛܧଓ͠てޮతなܦӦମ੍Λߏங͢Δ͜ͱ、安ఆͨ͠
རӹΛ出͠てا業ՁΛߴΊΔ͜ͱおよびגओΛは͡Ίͱ͢
ΔεςʔΫϗϧμʔに͢ݙߩΔ͜ͱΛίʔϙϨʔτ・Ψόφϯε
のج本ํͱ͠てい·͢ɻ

ίーϙϨーτ・Ψόφϯスମ੍

当社άϧʔϓの事業ג࣋会社で͋ΔݹՏػցۚଐ᷂は、औక
会ઃஔ会社、ࠪ会ઃஔ会社੍度Λ࠾༻͠て業務ࣥߦの
ಜΛͬߦてい·͢ɻ·ͨ、ܦӦのಜػͱ業務ࣥػߦΛ分
͠、ҙܾࢥఆのਝԽͱの໌֬ԽΛਤΔͨΊ、ࣥ 員੍度ߦ
Λ࠾༻͠てい·͢ɻ

˔औక・औక会
औక会は、දऔక会長Λ議長ͱ͠、ຖ݄1回のఆ࣌にՃ
͑、ඞཁにԠ͡てྟ࣌に開催͠、当社άϧʔϓ全ମの業務ࣥߦに
ؔ͠ಜΛͬߦてい·͢ɻ2021年�݄29ࡏݱの当社のऔక
は、9 （໊͏ͪ社֎औక�໊）で͢ɻ

ࢦ˔ ・໊ใु委員会
当社は、औక会のࢾؔػͱ͠て、ҙにಠཱ社֎औకΛओ
ཁなߏ員ͱ͢Δࢦ ・໊ใु委員会Λઃஔ͠てい·͢ɻಉ委員会は、
औక会から、औకおよびࠪのީิ者、දऔకおよび

औకのબఆおよびղ৬ならびにऔకのใुにؔ͢Δ事߲に
ͭいてࢾΛडけ、৹議ΛͬߦてඞཁにԠ͡てਃ͠てい·͢ɻ

員੍ߦࣥ˔
ըのͱにܭӦܦ員は、औక会においてܾఆ͞Εͨߦࣥ
業務Λࣥ͠ߦ、औక会、ܦӦ員会においてదٓࣥߦঢ়گΛใ
ͪ͏	員は、1�໊ߦのࣥࡏݱてい·͢ɻ2021年�݄29͠ࠂ
औక݉�໊
で͢ɻ

Ӧ員会ܦ・Ӧ会議ܦ˔
本ํ、ઓཱུҊおよびجӦのܦӦ会議は、当社άϧʔϓのܦ
ॏཁ事߲にͭいてのܾఆΛͬߦてい·͢ɻܦӦ会議に͞Εͨ事
߲の͏ͪ、ܦӦ্ॏཁな事߲は、औక会に議͞Εܾఆ͞Ε
てい·͢ɻ·ͨ、ܦӦ員会は、ຖ݄、当社および中核事業会社の
業務ࣥߦのใࠂͱ、ͦ Εにର͢Δࣔࢦ、౼ݕなͲΛͬߦてい·͢ɻ

˔ࠪ・ࠪ会
ࠪ会は、ࠪのํ、業務のܾఆおよび࢈ࡒのঢ়گのௐ
ࠪのํ๏ͦの他のࠪの৬務のࣥߦにؔ͢Δ事߲のܾఆな
ͲΛͬߦてい·͢ɻࠪは、ࠪ会がఆΊͨࠪのํ
にैい、औక会、ܦӦ会議なͲのॏཁな会議の出席、औక
からのใࠂのௌऔ、および事業所・ࢠ会社の実ௐࠪなͲに
よΓ、औకなͲの業務ࣥߦΛࠪ͠てい·͢ɻࠪ会は、
2021年�݄29ࠪ、ࡏݱ� （໊͏ͪ社֎ࠪ2໊）によ
Γߏ͞Ε、ద࣌開催͠てい·͢ɻ

͜、ցۚଐάϧʔϓのࠪମ੍にͭいてはػՏݹ ͪら�
https://www.furukawakk.co.jp/pdf/CSR/csr_16.pdf

˔ίーϙϨーτ・Ψόφϯスମ੍ਤ

બղ
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Ӧձٞܦ

$43ਪਐձٞܦӦһձ

ࠪࣨ
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ʬۀࣥߦʭ

ʬ෦౷੍෦ʭ

ࠪ
ࠪձ

ίʔϙϨʔτ・Ψόφϯε

ίʔϙϨʔτ・Ψόφϯεにͭいては、͜ ͪら�
https://www.furukawakk.co.jp/ir/policy/governance.html
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ؔ࿈͢Δ
ओͳ4%(T

˔社֎औక͓Αͼ社֎ࠪ
当社は、社֎औక·ͨは社֎ࠪͱ͠て、ଟ༷な分にお
けΔ๛なݧܦ、ઐࣝおよび؍٬తなࢹΛ༗͢ΔํΛબ
͠ておΓ、当社ܦӦのҙܾࢥఆのଥ当ੑならびに当社ܦӦにର
͢Δಜおよびࠪの༗ޮੑΛ֬อ͠てい·͢ɻ2021年�݄29
ࡏݱの当社の社֎औకは�໊、社֎ࠪは2໊で͢ɻなお、
౦݊ূژऔҾ所のఆΊΔಠཱ員は、�໊で͢ɻ

˔औక会ͷ࣮ޮੑධՁ
当社は、औక会の実ޮੑΛ分ੳ・ධՁ͢ΔͨΊ、ຖ年、औక
およびࠪΛରͱͨ͠Ξϯέʔτͱͱに、社֎員によ
ΔҙަݟΛ実施͠、ͦ の݁ՌΛऔక会においてใ͠ࠂ議
Λͬߦてい·͢ɻ
2020年度は、ධՁのฏۉがલ年度にൺվળ͠ておΓ、վ
ળのͨΊऔΓΉ͖՝ͱ߲ͨ͠にͭいてҰ部Λআいて

おおΉͶରԠ͢Δ͜ͱがで͖·ͨ͠ɻ·ͨ、ߋなΔվળΛਤΔͨ
Ί、ᶃࢿྉのిࢠσʔλԽΛ౿·͑ͨࡌه༰の؆ܿԽ・໌ ྎԽ、
ᶄ業քಈのఆظతなใఏڙ、ᶅ議にؔ͢ΔܦӦ会議で
のҙݟのิ足આ໌のॆ実、ᶆදऔకおよび社֎員によ
ΔܦӦ࠙ஊ会でのܦӦ՝にؔ͢Δҙަݟ、ᶇάϧʔϓ各社
の事業にؔ͢Δใڞ༗の֦ॆにऔΓΈ·͢ɻ

部統੍システム

当社άϧʔϓでは、ίʔϙϨʔτ・Ψόφϯε、ϦεΫϚωδ
ϝϯτ、ίϯϓϥΠΞϯε、部ࠪにؔ͢Δ「部統੍γεςϜ
のඋにؔ͢Δج本ํ」Λ、ޮ తでదਖ਼な業務のࣥߦΛ֬อ
͢ΔͨΊͩけではな͘、$43ਪਐの؍から部統੍のӡ༻
がߦΘΕΔよ͏ఆΊてい·͢ɻ·ͨ、ৗにݟ͠Λ実施͠、業務
のదਖ਼Λ֬อ͢ΔͨΊの༗ޮかͭޮతな部統੍γεςϜの
ஙにΊてい·͢ɻߏ

ٕ、Ӧઓུܦ、Λ担͏ׂで͋Δಠཱ社֎औకにब͠てҎདྷػӦのνΣοΫܦ業اは、2019年に当社のࢲ ज़ܦӦΛ
ઐ分ͱ͢Δେֶڭ員ͱ͠て৺がけていΔ͜ͱが͋Γ·͢ɻͦ Εは、当社のܦӦঢ়گܦӦ՝ΛܦӦ理ͱい͏Έから
ଊ͑ͨ͠Γ、ಉ༷の事ྫͱのൺֱݕ౼ΛͨͬߦΓ͠、ͦ の͜ͱによͬてੜ͡ΔٙҙݟΛऔక会なͲでに͛かけΔͱ
い͏͜ͱで͢ɻ理のΈからෳ͏ͦࡶなݱ実ΛݟΔͱͲのよ͏な͜ͱが͏ͦ͑ݴか、ಉ༷のܦӦ՝にର͠て他の࢈業、ا業
ではͲのよ͏な͜ͱΛͨͬߦのかなͲ、ผの֯ࢹΛఏ͢ڙΔͱい͏ׂΛࣗ分なΓに͠ࡧてい·͢ɻ
·ͨ、ʑมԽ͠ଓけ、কདྷのෆಁ໌͞૿͠ていΔࡏݱの֎部環境の中で、当社にݶらͣଟ͘のا業が、͠いܦӦのऔ
ΓΛഭらΕてい·͢ɻͦ ͠て、औక会で議͢ΔܦӦ՝には、কདྷのऩӹߏا業長にগなから͵ӨڹΛ༩͑Δの
͋Γ·͢ɻͦ ެ、͠౼ݕにࡉӦ՝Λৄܦͨ͠͏ ਖ਼にஅ͢Δ͜ͱは当વの͜ͱで͢が、ҙܾࢥఆによͬてੜ͡ಘΔޮٴՌ、
当社άϧʔϓのকདྷにけͨՁの͋Γํにͭいて、ྀ͢ࢥΔよ͏に͠てい·͢ɻ
ͻͱͭのҙܾࢥఆによͬて、当વの͜ͱながら、༷ ʑなεςʔΫϗϧμʔにԿらかのӨڹΛ༩͑Δ͜ͱͱなΓ·͢ɻا業の社会
తの؍から、ͦ ͏ͨ͠εςʔΫϗϧμʔに༩͑ΔޮٴՌͱͦのରԠのߟはෆՄܽで͋Γ、ै 業員ΛؚΉεςʔΫ
ϗϧμʔのօ͞·ͱͱにൃలで͖Δا業で͋Δよ͏、·ͨ、当社άϧʔϓでಇ͘ै業員がॆ分にྗΛൃ͠ش、よΓಇ͖がいの
͋Δا業になΔよ͏、ͦ のͨΊの施ࡦऔΓΈΛҰॹに͑ߟてい͖·͢ɻ
ͦ͠て、当社άϧʔϓのকདྷにけͨՁ、ا業Ձ্のͨΊにはॏཁな՝
で͢ɻ当社は�ͭの中核事業会社Λͪ࣋、ͦ のൣғはػցからૉࡐ·で෯いൣғにٴび、
͜Εらの事業にڞ௨͢Δのは「社会Πϯϑϥのܗҡ࣋、ൃ లのݙߩ」で͢ɻ業で͋
Δಔ߭ࢁ事業が、ۙ 本のج൫ܗͱ࢈業ൃలにଟେなΔݙߩΛͨ͠よ͏に、ࡏݱの当社
άϧʔϓ各事業、本、ͦ ͠てੈք各の社会ΠϯϑϥΛ༷ʑな場໘で͑ࢧてい·͢ɻ͜
の当社のଘࡏҙٛͱ͑ݴΔࠜװΛΕͣ、ͦ の͏͑で৽ͨなՁΛܧଓతにで͖Δ
よ͏な৫ͱなΔ͜ͱΛ͠ࢤながら、ݸʑの՝にऔΓΜでい͖ͨいͱ͑ߟてい·͢ɻ
Ұํ、当社άϧʔϓ各事業において、͜ Εからの社会ΠϯϑϥにͲのよ͏なݙߩがで͖Δの
か、एखؚΊてੵۃతに͑ߟఏҊ͠て΄͠いͱ͑ߟておΓ、ͦ のͨΊにඞཁͱなΔٕज़の
開ൃ、・αʔϏεの開ൃΛҰਐΊてらいͨいͱظ͠てい·͢ɻ
当社άϧʔϓが社会に͠ݙߩଓけらΕΔا業άϧʔϓで͋Δよ͏、ޙࠓͱਚྗ͢Δ所
ଘで͢ɻ

ಠཱ社֎औక　

�ඒ

ಠཱ社֎औకからのϝοηʔδ
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推進ମ੍

当社άϧʔϓでは、事ނࣗવࡂ、છපのຮԆなͲ、当社
άϧʔϓの事業׆ಈにࢧোΛ͖ͨ͢おͦΕの͋Δ事業ϦεΫが
におけΔੜࡍԽͨ͠ࡏݦ খԽΛۃଛࣦの・のอ全、ඃ࢈ࡒ໋・
ਤΔ͘、ػة管理委員会が中৺ͱなͬてਪਐମ੍のඋ・ڧԽ
にऔΓΜでい·͢ɻ

事業ܧଓܭը（#$1）ͷӡ༻

˔#$1ʹ͔͔Δ事લରࡦͷඋ
༗事において、௨ৗの௨৴खஈが༻で͖ない͜ͱにඋ͑、τ
ϥϯγʔόʔΛ各ओཁڌにઃஔ͠ていΔ΄か、৯ྉ・ҿྉなͲ
のඋの༰、管理ํ๏のݟ͠Λਤͬてい·͢ɻ

˔安൱֬ೝ・ࡂใ܇ࠂ࿅ͷ࣮ࢪ
༗事のࡍ、社員の安全ͱ各所のඃࡂঢ়گの֬ೝΛਝに実ߦ
で͖Δよ͏に、安൱֬ೝγεςϜΛར༻ͨ͠安൱ใ܇ࠂ࿅およ
びτϥϯγʔόʔΛࡂͨ͠༺ใ܇ࠂ࿅Λఆظతに実施͠て
い·͢ɻ

˔#$.ͷӡ༻
中核事業会社におけΔ#$1のࡦఆはྃ͠、৫มߋなͲにର
Ԡ͢ΔͨΊにҰ部ݟ͠にணख͠てい·͢ɻޙࠓは、#$.のӡ༻
にྗ͠てい͖·͢ɻ

ॳಈରԠϚニϡΞル・#$1ͷӡ༻

ॳಈରԠϚχϡΞϧのࡦఆはྃ͠ておΓ、ޙࠓは#$1の
ӡ༻ΛਐΊてい͖·͢ɻ

άルーϓ全ମͷજࡏリスクͷநग़

ओཁڌにおけΔ・ߑਫ・่࠭ΕのજࡏϦεΫのચい
出͠Λߦい、事業に༩͑ΔӨڹがߴいϦεΫにͭいて#$1のࡦ
ఆΛਐΊてい·͢ɻ

ຊࣾ খࢁಢ 高࡚٢Ҫ ࠤ େࡕ ͍Θ͖
 ˕ ˓ ˓ ˓ ˕ ˕

ਫߑ ˚ ˓ ˓ ʷ ˓ ʷ

่࠭Ε ʷ ˚ ʷ ʷ ʷ ʷ

 ʷ ʷ ʷ ʷ ˕ ʷ

෩ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

જࡏϦεΫの͞ߴɹ˕͍ߴɹ˓தɹ˚͍ɹʷ͔ͳΓ͍

ϦεΫϚωδϝϯτ

˒˒˒ඪୡ、˒ ˒ະୡ、˒ ඪະୡ

����ͷඪˍධՁ 達成状況

্のରԠྗの࣌ੜൃػة�� ˒˒

��άϧʔϓ#$1および中核事業会社の�
#$1のݟ ・͠վળ　

˒

�Ҏ֎のϦεΫのந出、ରԠࡦのݕ౼　 ˒

古河機械金属άルーϓʹ͓͍ͯ、ة機管理ମ੍ͷΈͳΒͣ、�
リスクϚωδメϯτମ੍ͷߏங、උ࣮͢ݱΔɻ

����ͷඪ
্のରԠྗの࣌ੜൃػة��

��άϧʔϓ#$1および中核事業会社の�
#$1のݟ͠・վળ

��Ҏ֎のϦεΫのந出、ରԠࡦのݕ౼

̎̌ ̎̑ ͷ͋Δ͖࢟

PLAN & CHECK

DO

˔リスクϚωδメϯτମ੍ਤ

事ۀϦεΫݕ౼෦会ਓ事૯務෦（事務局）

ՏϝλϧϦιʔε᷂ݹ
᷂ࢠՏిݹ
ՏέϛΧϧζ᷂ݹ

機γεςϜζ᷂࢈Տݹ
ՏϩοΫυϦϧ᷂ݹ
ՏϢχοΫ᷂ݹ

機管理委員会ة

CSR推進室
（事務局）

代表取締役社長

CSR推進会議
答申・報告指針・指示

古河機械金属㈱�

֤෦ॺݹՏػցۚଐ᷂

த֩ۀࣄձࣾ

˞�事業ϦεΫݕ౼部会Λߏ͢Δάϧʔϓ会社は、ػة管理委員会Λߏ͢Δάϧʔ
ϓ会社ͱಉ͡ɻ

ؔ࿈͢Δ
ओͳ4%(T

ʦऀメッηーδʧー���� ͷ૯括ー

৽ܕίϩφΠϧεײછが֦େ͠
てҎ߱、ͦ のײછࢭରࡦのӨڹによΓ
各部会の開催ΛԆͤ͟ظΔΛಘͣ、
ඪのୡにࢧোΛ͖ͨ͠·ͨ͠ɻޙࠓは
৽ܕίϩφΠϧεײછのײછঢ়گ
Λ֬ೝͭͭ͠ײછࢭΛపఈͨ͠͏͑
で、ࡢ年度実施で͖なか߲ͬͨの実施
Λண実にਐΊΔͱͱに、当社άϧʔϓ
のάϧʔϓ#$1のݟ͠なͲ、ൃػة
ੜ࣌のରԠྗ্Λਤͬてい͖·͢ɻ

管理委員会委員長ػة
員��ਓ事૯務部長ߦࣥڃ্

髙野 厚



��

ίϯϓϥΠΞϯスͷ推進

当社άϧʔϓでは、୯に๏ྩΛकΔͩけでな͘、社会త、ྙ 理
తな໘においてਅに͠て、かͭ͋ΔߦಈΛͱΔ͜ͱがا
業の務で͋Δͱ͑ߟてい·͢ɻ
͜の務ΛՌͨͨ͢Ίの৫ͱ͠て、ίϯϓϥΠΞϯε委員会
Λઃஔ͠、ίϯϓϥΠΞϯεにؔ͢Δॏཁ事߲の৹議Λͬߦてい
·͢ɻಉ委員会で౼議͞Εͨ༰は、దٓ、$43ਪਐ会議にใ
༗ԽΛਤͬてڞ全社తなίϯϓϥΠΞϯεにؔ͢Δใの、͠ࠂ
い·͢ɻ

ίϯϓϥΠΞϯスڭҭͷ࣮ࢪ

άϧʔϓ全৬員Λରに、ίϯϓϥΠΞϯεにͭいてのใ
ఏڙͱ͠て「ίϯϓϥΠΞϯεχϡʔε」Λൃܦ、ͨ·、͠ߦӦτο
ϓがંに৮ΕてίϯϓϥΠΞϯεのॏཁੑ、༏ઌੑΛઆ͘なͲ、
ίϯϓϥΠΞϯεΛॏ͢ࢹΔا業෩のৢにΊてい·͢ɻ
2020年度は、৽ܕίϩφΠϧεײછのӨڹによΓ、ର
者ΛҰಊにूΊてίϯϓϥΠΞϯεݚमΛ実施͢Δ͜ͱがで͖
·ͤΜでͨ͠が、߲ ผのݚमは、Σϒ会議γεςϜΛ༻いて
·ͨはಈըΛ৴͢Δ͜ͱによͬて実施͢Δ͜ͱがで͖·ͨ͠ɻ

˔ ����ͷ࣮ݚࢪम

मݚ डऀߨ（ճ）

ίϯϓϥΠΞϯεݚम ��໊	�ճ


मݚΔอ証߲ʹ関͢Δ͚͓ʹࣄ ��໊	�ճ


मݚʹ関͢Δܖಉ։ൃڞ・ڀݚಉڞ ��໊	�ճ


ଃऩجࢭຊΨΠυϥΠϯʹ関͢Δݚम ��໊	ಈը৴


ଃऩجࢭຊํ・� �
ଃऩجࢭຊΨΠドϥΠϯ

当社άϧʔϓは、2021年1݄に、「ଃऩجࢭ本ํ」お
よび「ଃऩجࢭ本ΨΠυϥΠϯ」Λ੍ఆ͠·ͨ͠ɻ͜ Εに
よΓ「৬員ߦಈج४」に͞ࡌهΕていΔଃऩのࢭにؔ

͠、当社の࢟Λର֎తに໌ࣔ͢Δͱͱに、事業׆ಈにお
いてଃऩΛ͢ࢭΔͨΊの۩ମతなखଓ͖Λ໌֬に͠·͠
ͨɻಉํおよびΨΠυϥΠϯのपΛపఈ͠、ଃऩのࢭ
にਚྗ͠·͢ɻ

部௨ใ੍

当社άϧʔϓでは、ίϯϓϥΠΞϯεҧのૣݟൃظおよび
ੋਖ਼ΛਤΔ͜ͱなͲΛతͱ͠て、部௨ใ੍度Λಋೖ͠てい
·͢ɻ
௨ใ・૬ஊの૭ޱΛ社および֎部（๏事務所）にઃけΔ͜
ͱによΓ、͘௨ใ・૬ஊՄなମ੍Λߏங͠てい·͢ɻなお、
௨ใ者のൿີݸਓใは、ີݫに管理͠てい·͢ɻ
௨ใ・૬ஊΛडけͨ場合、ίϯϓϥΠΞϯε委員会がௐࠪΛߦ
い、ͦ のޙ、ඞཁなાஔΛͱΓ·͢ɻ
部௨ใ੍度にͭいては、ͦ の༰Λ社ϙʔλϧαΠτに
、Λ͠てࢠΔͱͱに、当社άϧʔϓの৬員にখࣔ͢ܝ
पΛਤͬてい·͢ɻ

ίϯϓϥΠΞϯε

˒˒˒ඪୡ、˒ ˒ະୡ、˒ ඪະୡ

����ͷඪˍධՁ 達成状況

�ίϯϓϥΠΞϯεݚमの֦ （ଓܧॆ） ˒˒

��ίϯϓϥΠΞϯεにؔ͢Δ�
ϚχϡΞϧ・ΨΠυϥΠϯの࡞・ݟ͠　

˒˒

�ίϯϓϥΠΞϯεにؔ͢Δใڞ༗ମ੍のݟ͠　˒ ˒˒

ͯ͢ͷै業員͕、ࡍࠃ社会ʹ௨༻͢Δ͍ߴίϯϓϥΠΞϯスҙࣝΛඋ͑ͭ࣋

����ͷඪ
��ίϯϓϥΠΞϯεݚमの֦ （ଓܧॆ）

��ίϯϓϥΠΞϯενΣοΫの実施

��ެ ӹ௨ใ者อޢ๏վਖ਼に͏部௨ใ੍度のݟ͠

๏९कのମ੍උޢਓใอݸ��

̎̌ ̎̑ ͷ͋Δ͖࢟

PLAN & CHECK

DO

ؔ࿈͢Δ
ओͳ4%(T

ʦऀメッηーδʧー���� ͷ૯括ー

2020年度は、ίϯϓϥΠΞϯεنఔのվਖ਼Λ実施͠、ίϯϓ
ϥΠΞϯεҧのใܦࠂ࿏の֬࠶ೝͱൃ࠶ࡦࢭのपにͭいて
のΈͮ͘ΓΛߦい·ͨ͠ɻ·ͨ、「ଃऩجࢭ本ํ」「ଃ
ऩجࢭ本ΨΠυϥΠϯ」Λ੍ఆ͢Δ
͜ͱがで͖·ͨ͠ɻҰํで、ίϯϓϥΠ
Ξϯεݚमにͭいては、৽ܕίϩφΠ
ϧεײછのӨڹによΓ、ྫ 年よΓ実
施回がগな͘なͬてい·͢ɻ2021年
度は、Σϒ会議γεςϜಈը৴Λ
༻いͨݚमの֦ॆにྗΛೖΕ、͢ ての
৬員がࡍࠃ社会に௨༻͢Δߴいίϯ
ϓϥΠΞϯεҙࣝΛඋ͑ͭ࣋͜ͱΛ
ඪに、ޙࠓ׆ಈΛਪਐ͠·͢ɻ

ίϯϓϥΠΞϯε委員会委員長　
　員　๏務部長ߦࣥڃ্

宮嶋 健



��

グループガバナンス体制の強化

コンプライアンスの強化

お客さまとの関わり

環境への取り組み

従業員との関わり

取引先との関わり

株主・投資家との関わり

地域社会との関わり

࣭อূϚωδメϯτମ੍

ցۚଐάϧʔϓでは2020年度に࣭อূϚωδϝػՏݹ
ϯτମ੍のݟ͠Λߦい·ͨ͠ɻ安全のΈならͣ、お٬͞
·に֬かな࣭Λอূ͢Δମ੍Λཱ֬͢ΔͨΊに、ݹՏػցۚ
ଐ᷂本社にઃஔ͠てい 「ͨ安全委員会」Λ「࣭อূ委員
会」৫Λม͠ߋ·ͨ͠ɻ·ͨ、当社άϧʔϓの࣭อূମ੍
Λ管理͠、࣭อূおよび安全にؔ͢Δ׆ಈΛਪਐ͢Δͨ
Ίに、当社ٕज़統括本部に「࣭อূ管理部」Λ৽ઃ͠·ͨ͠ɻ
合Θͤて੍ఆ͠ 「࣭ͨอূج本ํ」「࣭อূߦಈࢦ」に
の৴པͱຬ足がಘらΕΔϞ·全社Ұؙͱなͬてお٬͞、͖ͮج
ϊͮ͘ΓおよびαʔϏεのఏڙにΊ·͢ɻ

˒˒˒ඪୡ、˒ ˒ະୡ、˒ ඪະୡ

͓٬͞·ͱͷؔΘΓ

����ͷඪˍධՁ 達成状況

��มԽ管理の݁ՌΛөͨ͠、�
ෆ۩合のൃੜΛ༧͢ΔͨΊのڭҭ׆ಈのॆ実 ˒˒

�開ൃઃܭஈ֊の%3˞1、43˞2のॆ実　 ˒˒˒

�ւ֎ௐୡの࣭อূϚωδϝϯτのڧԽ　 ˒˒

�࣭อূମ੍けͨऔΓΈ（ૉࡐ各社）　 ˒˒

˔࣭อূ委員会
࣭อূ委員会では、ಉ委員会のԼに中核事業会社の࣭อ
ূ者ΛूΊ࣭ͨอূઐ会議およびػցܥ・ૉܥࡐに分
かΕて׆ಈ͢Δ部会Λ৫͠てい·͢ɻ͜ Εらは、࣭อূ、
安全にؔ͢Δ๏ྩ९कおよびお٬͞·が安全かͭ安৺͠て
で͖Δͮ͘ΓΛਪਐ͠てい·͢ɻ·ͨ、安全は࣭༺
อূにؚ·ΕΔͱい͏͑ߟのͱ、ϦεΫΞηεϝϯτの実施な
Ͳ安全Ϩϕϧの্のͨΊの׆ಈܧଓ͠てい·͢ɻ

࣭อূج本ํ、࣭อূߦಈࢦにͭいては、͜ ͪら�

https://www.furukawakk.co.jp/pdf/CSR/csr_14.pdf

˔機械部会׆ಈใࠂ
からのຬ足ΛಘらΕΔͮ·ց部会では、「お٬͞ػ Γ͘」Λ

ςʔϚに、「ΫϨʔϜのݮ」「ੜ࢈มԽの管理」Λܧଓ て͠ਪਐ
て͠い·͢ɻ各事業所ؒでのΫϨʔϜ分ੳํ๏ݮのऔΓΈํ
๏ͭいてのใڞ༗ͱख๏のਫฏల開Λਤͬてい·͢ɻݱ場
でൃੜ͢ΔมԽがෆ۩合のൃੜΫϨʔϜにͭながらないよ͏、
ಈの実׆༧」「ըܭ༧」「ܭมԽू」Γ·࢝から「ΔԽ͑ݟ」
ͦ、「ߦ て͠「ূݕ」ͱい ϑ͏ϩʔにͤΔΈΛߏங て͠い·͢ɻ
「Ϟϊͮ Γ͘খूஂվળ׆ಈ」Λ各事業所でਐΊておΓ、খ͞
なվળҰͭͻͱͭ実ߦに݁びͭけ、࣭・ੜੑ࢈・安全・環境
のվળΛ͢ࢦͱͱに、৬員の࣭ҙ্ࣝΛਤͬてい·
͢ɻ·ͨ、࠷৽のܭଌثػΛ༻い、ଌఆؒ࣌のॖ、ਫ਼度の
開ൃのεϐʔυΞοϓਪਐ͠てい·͢ɻւ֎ௐୡのϦ、্
εΫͱなΔೲظ・࣭・ྲྀにͭいては、ίϩφՒにおけΔݱ
ࠪのఀྲྀԆのӨڹΛ͑ΔͨΊ、ϦϞʔτによΔ
ࠪ・ௐୡのϚϧννϟϯωϧԽでରԠ͠てい͖·͢ɻͦ ͠て、ࣗ
ಈԽػցにおけΔ安全および࣭อূの͋Γํは、͞ޙࠓ
らにॏཁੑがߴ·Δͱ͑ߟていΔͨΊ、ܧଓͨ͠議ΛਐΊて
い͖·͢ɻ

'636,"8"ͷϒϥϯドྗ্ͱカテΰリーτッϓΛ͢ࢦ

中核事業会社

古河機械金属㈱

࣭อূ管理部
（事務局）

࣭อূ委員会

࣭อূઐ会議

γεςϜζ᷂ػ࢈Տݹ
ՏϩοΫυϦϧ᷂ݹ
ՏϢχοΫ᷂ݹ

ց部会ػ ૉࡐ部会
ՏϝλϧϦιʔε᷂ݹ
᷂ࢠՏిݹ
ՏέϛΧϧζ᷂ݹ

˔࣭อূϚωδメϯτମ੍ਤ

CSR推進室
（事務局）

代表取締役社長

CSR推進会議
答申・報告指針・指示

����ͷඪ
��ΫϨʔϜ݅・අ༻のݮ�
ᶃઃܭ্࣭のͨΊの社نఆ・ج४・֨نのݟ͠�
ᶄมԽΛओҼͱ͢Δෆ۩合の໓ڭҭ׆ಈ�
ᶅ事業所ؒ૬ޓの࣭८回ύτϩʔϧのਪਐ
��の安全ੑの্�
ᶃの安全ੑの׆্ಈ（ڭҭख๏のվֵなͲ）
��「࣭อূ」ମ੍のڧԽ�
ᶃ�各事業所におけΔ*40のମܥおよびنఆ・ن ・֨
ඪ४ྨのݟ ূݕ͠・

̎̌ ̎̑ ͷ͋Δ͖࢟

˞1　%3�	%FTJHO�3FWJFX
：各ϑΣʔζにおけΔ༷ॻઃܭॻ、ϓϩάϥϜなͲのՌΛୈࡾ者の（Ӧ業・ܦ理・ߪങ・ੜ࢈管理・࣭อূなͲ）で৹ࠪ͢Δ͜ͱɻ
˞2　43�	4BGFUZ�3FWJFX
：開ൃの࣌༺におけΔ安全໘にॏΛஔ͖৹ࠪ͢Δ͜ͱɻ

DO

PLAN & CHECK



��

TOPICS

ΫϨʔϜがൃੜͨ͠場合は、中核事業会社の࣭อূ部が中৺ͱなͬてͪに事実֬ೝΛߦい、原ҼղੳͱূݕΛߦい·͢ɻ
ಛにॏେな࣭事ނͱೝΊらΕΔ場合には、๏ྩにͮجいて所管ிにใ8、͠ࠂFCαΠτなͲΛ௨͡てお٬͞·にใΛ開ࣔ
͢Δͱͱに、かにܦӦにঢ়گΛใ͠ࠂ、当社άϧʔϓҰମͱなͬてਝかͭదなાஔΛ͡ߨΔମ੍Λ͑てい·͢ɻ

ΫϨʔϜൃੜ࣌のରԠ

中核事業会社は、「Ϟϊͮܥցػ Γ͘ྗ」「ݱ場ྗ」の࣍のε
ςοϓにけてのาΈΛࢭΊͣ、お٬͞·に৴པ͞ΕΔϒϥϯυ
で͋ΓଓけΔ͜ͱにΊ·͢ɻ

˔ૉࡐ部会׆ಈใࠂ
ΛͱࡐΕΔૉ͞༺͘なͲに෯ثػࢠి て͠いΔ中核事
業会社でߏ͞ΕΔૉࡐ部会では、お٬͞·ॏࢹの͑ߟに͖ͮج
Λඪにւ֎ௐୡΛؚΊ࣭ͨอূମ੍「場ΫϨʔϜθϩࢢ」
のվળにऔΓΜでい·͢ɻ
ૉܥࡐ中核事業会社におけΔϦεΫΞηεϝϯτͱ て͠、4%4˞�

なͲでϦεΫใΛఏڙ て͠いΔ΄か、ෆྑのྲྀ出େ͖なϦε

Ϋͱଊ͑ておΓ、มߋ管理Λॏͨ͠ࢹ'.&"˞�のӡ༻によΔ৴
པੑのߴいઃܭおよびࠪݕのࣗಈԽのਪਐによΓ、ෆྑのྲྀ出
ࢭにΊてい·͢ɻ当部会では、͜ ΕらのใΛڞ༗͠、各社の
εΩϧΞοϓΛਤΔ׆ಈにऔΓΜでい·͢ɻ
͜ΕらのऔΓΈの݁Ռ、2020年度は「ࢢ場ΫϨʔϜθϩ」Λୡ
͠·ͨ͠ɻ2021年度「ࢢ場ΫϨʔϜθϩ」Λඪに、৴པੑの
ւ֎ௐୡΛؚΊ࣭ͨอূମ੍、ࢭෆྑのྲྀ出、ܭいઃߴ
のվળΛܧଓతにߦい、各社の͞らなΔεΩϧΞοϓΛਤΔ׆ಈに
औΓΈ·͢ɻ
˞�　4%4（4BGFUZ�%BUB�4IFFU）：安全σʔλγʔτɻ
˞�　�'.&"�	'BJMVSF�.PEF�BOE�&GGFDUT�"OBMZTJT
�：ઃܭ工ఔのܭըஈ֊で、࣭

の原ҼΛ事લに༧ଌ͠てΛ͢ࢭΔମܥతな分ੳํ๏ɻ

࣭อূ委員会委員長　औక　
　員　ٕज़統括本部長ߦࣥڃ্

名塚 龍己

ؔ࿈͢Δ
ओͳ4%(T

࣭อূ委員会では、お٬͞·におಧけ͢ΔݹՏػցۚଐάϧʔϓがੜ͢࢈Δ͢てのͱఏ͢ڙΔ
͢てのαʔϏεにର͠て、安全でຬ足のい͘ͱαʔϏεで͋Δ͜ͱのอূΛ実͢ݱ͘、༷ ʑなऔ
ΓΈΛͬߦてい·͢ɻւ֎ௐୡւ֎工場でのੜ࢈、·ͨ༌出にର͠て、本のϝʔΧʔͱ͠て
てい·͢ɻ͠ࢦΕΔ࣭Λอূ͢Δ͜ͱΛތ
2020年度は、各事業所におけΔΫϨʔϜൃੜ੍のͨΊ、ൃ ੜ༧ڭҭ׆ಈの実施、開ൃઃܭஈ֊での
%3および43のॆ実にऔΓΉͱͱに、ࡢ年からのܧଓςʔϚで͋Δ「มԽ」のݱ場での͑ݟΔԽ、
業務ࠪݕ業務の*$5ԽによΔ業務ޮのվળなͲΛਪਐ͠·ͨ͠ɻ
2021年度はมԽからのෆ۩合ൃੜ໓ڭҭ׆ಈのਪਐ、事業所ؒの૬ޓの࣭ύτϩʔϧによΔ
͠Λ実施͠てい͖·͢ɻݟఆのنけͨԽにڧಈ、各事業所の࣭อূମ੍׆্࣭

࣭อূʹͮ͘͢جͯͷͱαーϏスΛ�
͓٬͞·ͷͨΊʹ

ʦऀメッηーδʧー���� ͷ૯括ー

ACTION

͓٬͞·ɾࢢ

த֩ۀࣄձࣾ ցۚଐ᷂ػՏݹ

දऔకࣾ

࣭อূཧ෦

࣭อূҕһձ

ใɾ*3՝ը෦اӦܦ

ॴி
ମஂؔ

ϦίʔϧਃͳͲ
֎෦ެද

࣭อূ
෦

Ӧۀ෦ɺ
αʔϏε෦

ઃܭɾ։ൃ෦ɺ
෦ͳͲ

ॏେͳ
࣭ނࣄ
ೝఆ

ΫϨʔϜใ ใࠂ

࿈ܞ

࿈ܞ

ใࠂ

ࣔࢦ

ճɾࢢରԠ

ڀҼݪ ɾ໌ରݕࡦ౼
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�ࣾάϧʔϓ֤ࣾͷޮՌతͳڥɾ҆શཧγεςϜͷӡ༻ͱਪਐ

ଓతվળのਪਐܧのӡ༻ʹΑΔ֨ن4.&˔
˔関法ྩ९कମ੍のਪਐ
̓・ڥ˔ શʹӨڹΛٴ΅͢ઃඋอશのਪਐ
˔֤छσʔλの࣮֬ͳऩू͓ΑͼޮՌతͳӡ༻のਪਐ

ೝ͓Α֬ͨ͠༺׆อશ・҆શӴੜのऔΓΈνΣοΫγʔτΛڥʹ࣌શࠪ҆・ڥ˔
ͼվળʹ͍ͭͯࢦಋΛ࣮ࢪ

法ྩΛ९क͢ΔͨΊʹඞཁ内༰の໌֬Խ͓Αͼ୲ऀ͕関ۀશ୲ऀの҆・ڥ˔
ͳྗの্Λਪਐ

˒˒˒

ଓతͳվળͷਪਐܧύϑΥʔϚϯεͷڥ�
˔ԹஆԽΨεഉग़ྔのݮʢτοϓϥϯφʔઃඋ・機ثಋೖɺੜ

ͳͲʣٴී・の։ൃܕྀڥఔのޮԽɺ࢈
˔ਫݯࢿ༻ྔのݮʢਫݯࢿ༻のޮ ࢈ར༻ɺੜ࠶্・

ఔのޮԽͳͲʣ
˔ഇغ૯ഉग़ྔのݮʢࡐݪྉ༻のޮԽʹΑΔ෭࢈

のൃੜ੍・ݯࢿ࠶ԽͳͲʣ
˔Խֶ࣭ഉग़ྔのݮʢੜ࢈ఔのվળɺআஔのదͳ

ཧͳͲʣ

˔֤ॴ͔Βのू݁ܭՌʹ͖ͮجɺ෦内ʹ ʮͯڥύϑΥʔϚϯε݄ྫใࠂ会ʯΛ͍ߦɺその内
༰ʹ͍֤ͭͯॴのϑΟʔυόοΫΛ࣮ࢪ

̓・ڥ˔ શਪਐ会 ʢٞڥʣʹ ͓͍ͯɺ֤ ॴの୲ऀͱඪʹ͚ͨ౼ٞΛ࣮ࢪ
˒˒˒

�ੜଟ༷ੑอશ׆ಈͷਪਐ
˔ੜଟ༷ੑʹ༩͑ΔڥϦεΫ͚ͨʹݮ۩ମతͳऔΓ

Έのਪਐ
ಈのਪਐ׆ੜ࠶ཧ͓Αͼੜྛࢁ・ಈ׆ଓతͳԽܧ˔

˔ඌۀࣄॴʹ͓͚Δ৽ͨͳϗλϧ࠶ੜ׆ಈܭըΛࡦఆ
ఆ͠ɺ֤ࡦըΛܭଓతͳ社༗ྛཧのͨΊɺؒཧܧ˔ छۀ࡞Λ࣮ࢪ ˒˒˒

�ແނࣄɾແ͚ͨʹࡂ༧ରࡦͷڧԽ
ڧのࡦのపఈͱϦεΫΞηεϝϯτʹΑΔ༧ରࡦࢭൃ࠶˔

Խ
˔ෆ҆શͳঢ়ଶ・ߦಈの໓ʹ͚҆ͨશ׆ಈのڧԽ
˔ઃඋ・機ثݕのڧԽɺదͳۀ࡞खॱʹΑΔڥ・ઃඋނࣄ

のݮ
˔࿑ಇࡂのݮʢڧඪ����ҎԼʣ

のൃੜ͕݅૿Ճࡂͱͳ͕ͬͨɺ࿑ಇݮରલނࣄઃඋ・ڥ˔
����ͱͳΓɺඪの����ҎԼΛୡڧ˔
ࢪΑͼΣϒ会ٞΛ࣮͓ࢹݱॴʹର͢Δۀࣄੜൃࡂނࣄ˔

˒

休
廃
止

鉱
山
管
理

�ࣝɾٕঝͳͲʹΑΔݱྗ上ͷਪਐɹ ཧɹ࣋ઃͷҡࢪഇਫॲཧ� �ूੵɾͷඋਪਐ

˔ৗݕのపఈ
˔ࣝ・ٕ͚ͨʹ্社һڭҭの࣮ࢪ

˔҆શ֬อのͨΊのۀ࡞ݥةのચ͍ग़͠Λ࣮ࢪ
˔ ・ٕࣝ ͚ͨʹ্社һڭҭΛ࣮ࢪ
˔ඌ͓߭ࢁΑͼࢁ߭ࠜٱʹ͓͍߽ͯӍ࣌ࡂのഇਫॲཧࢪઃのϨδϦΤϯεڧԽΛ

ਤΔͨΊの֤छࣄΛ࣮ࢪ

˒˒˒

グループガバナンス体制の強化

コンプライアンスの強化

お客さまとの関わり

環境への取り組み

従業員との関わり

取引先との関わり

株主・投資家との関わり

地域社会との関わり

環境ͷऔΓΈ（جຊతͳํ͑ߟ）

Δ͢ݙߩにݱଓՄな社会の実࣋、ցۚଐάϧʔϓはػՏݹ
ͨΊ、「ا業ߦಈݑষ」および「環境管理ج本理೦」に͖ͮج、事
業׆ಈに͏環境ϦεΫΛ͠ݮ、ٿ環境にྀͨ͠ا業׆
ಈにΊてい·͢ɻ
ԹஆԽରࡦにͭいては、「202�年Ϗδϣϯ」にͮجいͨ2019
年度から10年ؒのୈظ࢛中ܭݮظըに׆、͖ͮجಈΛਪਐ
͢Δͱͱに、ΧʔϘϯχϡʔτϥϧの実ݱにけͨڠ議Λ開
ɻͨ͠·࢝͠

2020	ɾ҆શॏඪͱ࣮ڥ˔ 年度 


環境ͷऔΓΈ

環境อ全׆ಈのల開に当ͨͬては、༧తાஔΛ施͠、ࣗ વ
ԽΛਤΔなͲ、ϦεΫରԠ͢ڧにର͢ΔϨδϦΤϯεのࡂ
Δྗの ԽΛਐΊてい·͢ɻڧ্・
·ͨ、事業׆ಈがੜଶܥに༩͑ΔෛのӨڹΛ͢ݮΔͨΊの
औΓΈΛਪਐ͢Δͱͱに、ܧଓతなԽ׆ಈ、ྛࢁの݈全
なҭなͲ、ੜଟ༷ੑのอ全・࠶ੜ׆ಈΛਪਐ͠てい·͢ɻ

環境・安全׆ಈΛ
推進͢Δ

ʢڥෛՙݮɺڥ・̓ શの֬อɺੜଟ༷ੑอશのਪਐɺ  
̓・ڥ   શ׆ಈՌのެදɺٳഇࢁ߭ࢭʹ͓͚Δແނࣄ・ແࡂのܧଓʣ

̎̌ ̎̑ ͷ͋Δ͖࢟

PLAN & CHECK

˒˒˒ඪୡ　˒˒ඪະୡ　˒ඪະୡ
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ଓతͳվળͷਪਐܧͷ（ɺԽֶ࣭غ$02ɺਫɺഇ）ύϑΥʔϚϯεڥ�
˔ୈظ࢛தܭݮظըʹݮͮ͘جඪཧのڧԽɹ˔݄࣍σʔλのղੳʹΑΔ༧ରࡦのਪਐɹ˔Խֶ࣭औѻྔのݮʢલൺ�ˋݮʣ

ಋͷਪਐࢦҭɾڭ上ͷͨΊͷྗݱ�

˔関法ྩʹର͢Δཧղڭ্ҭのਪਐɹ˔֤छۀ࡞Λ͢ߦΔͨΊの ・ٕࣝ ڭ্ҭのਪਐɹ˔֤छଌఆσʔλのղੳ͓Αͼ׆༻のਪਐ

�ແނࣄɾແ͚ͨʹࡂ༧ରࡦͷڧԽ
˔ઃඋ・機ྨثのڧݕԽ͓Αͼదͳۀ࡞खॱॻ࡞のਪਐɹ˔ෆ҆શͳঢ়ଶ・ߦಈの໓ʹ͚҆ͨશ׆ಈのڧԽ
ඪ����ҎԼʣڧʢݮのࡂԽʹΑΔ࿑ಇڧࢪҭのਪਐɹ˔ϦεΫΞηεϝϯτ࣮ڭΔ͢ࢿʹ্डੑײݥة˔

�ੜଟ༷ੑอશ׆ಈͷਪਐ

ಈのਪਐ׆อશܥཧͳͲʹΑΔੜଶྛࢁ・ಈ׆ଓతͳԽܧ˔ԽɹڧΔऔΓΈの͢ݮΛڹ༩͑ΔϦεΫのӨʹܥಈ͕ੜଶ׆ۀࣄ˔
休
廃
止

鉱
山
管
理

 ࣝ・ٕঝͳͲʹΑΔݱྗ্のਪਐɹ ཧɹ࣋ઃのҡࢪഇਫॲཧ   ूੵ・内のඋਪਐ

ಈඪ（202�年度）׆ɾ҆શॏڥ˔
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環境安全管理委員会委員長　
　員�環境安全統括部長ߦࣥ

久能 正之

ؔ࿈͢Δ
ओͳ4%(T

当社άϧʔϓでは「࣋ଓՄな社会の実ݱ」に͢ݙߩΔͨΊ、ੜ࢈ઃඋのվળૢ業のޮԽ・安全ૢ業
にΊ、ٿ環境ੜଟ༷ੑのӨڹΛྀͨ͠ߟ環境อ全׆ಈΛਪਐ͠てい·͢ɻ
2020年度は৽ܕίϩφΠϧεײછରԠのͨΊ、ݱࢹのҰ部ΛΣϒ会議にΓସ͑Δのର
ظのԆظ࣌にͭいては、実施「環境・安全ਪਐ会議」、「環境・安全ࠪ」ɻຖ年実施͠ていΔͨ͠·͡ߨΛࡦ
は͋Γ·ͨ͠が、ײછ༧ରࡦΛਤΓながら、ܭըͲおΓ実施͠·ͨ͠ɻ
·ͨ、ۙ 年ଟൃ͠ていΔࣗવࡂのରԠͱ͠て、ࠃのٳഇࢁ߭ࢭにおいて、ࣗ વࡂによͬて߭
ࢭ施ઃのػがఀ、͠ࢭഇਫがՏにྲྀ出͠ないͨΊにϨδϦΤϯεのڧԽΛਤΔͨΊの各छ༧
工事Λ実施͠·ͨ͠ɻ「ΧʔϘϯχϡʔτϥϧ」のରԠにͭいては、当社άϧʔϓのੜڌ࢈におけΔ実
ɻͨ͠·࢝͠Λ開౼ݕけͨにݱ

事業׆ಈ全ମΛ௨ͯ͡環境อ全׆ಈΛ推進

ʦऀメッηーδʧー���� ͷ૯括ー

ACTION

DO

環境Ϛωδメϯτ�

˔環境安全管理委員会
当社άϧʔϓの環境อ全・࿑ಇ安全Ӵੜ管理にؔ͢Δॏཁ事
߲にͭいては、各ੜڌ࢈のτοϓなͲでߏ͞ΕΔ「環境安全
管理委員会」でཱҊ・৹議͠てい·͢ɻ2021年�݄開催の委員
会は৽ܕίϩφΠϧεײછࢭରࡦの؍からΣϒ開催に
ม͠ߋ、実施͠·ͨ͠ɻ委員会では、2020年度の環境・安全ॏ
׆ಈのධՁ݁Ռ、2021年度の環境・安全ॏ׆ಈඪなͲ
のใࠂ・৹議Λߦい、ঝೝ͞Ε·ͨ͠ɻ·ͨ、ୈظ࢛中ܭݮظ
ըのਐঢ়گͱޙࠓのਪҠ、事ࡂނのൃੜঢ়گͱޙࠓのແ事
けͨऔΓにࡂແ・ނ
Έঢ়گなͲにͭいてڠ
議がߦΘΕ·ͨ͠ɻ環境
安全統括部からΧʔϘ
ϯχϡʔτϥϧ実ݱに
けͨऔΓΈにͭいてใ
ؔ、の͏͑ࠂ ڠઌの
ྗΛґཔ͠·ͨ͠ɻ

環境・安全ࠪ�

׆ցۚଐάϧʔϓでは各所におけΔ環境อ全・安全ӴੜػՏݹ
ಈの্ΛਤΓ、「ੋਖ਼」から「༧ରࡦ」のγϑτΛଅਐ͢Δ ͱ͜
Λతͱ て͠、ຖ年�ʙ�݄に「環境・安全ࠪ」Λ実施 て͠い·͢ɻ�
2020年度は৽ܕίϩφΠϧεのײછ֦େঢ়گΛྀ͠ߟ、実施
Λ10ظ࣌ ʙ11݄にม͠ߋ·ͨ͠ɻ
2020年度の環境・安全ࠪでは、環境໘においては、ୈظ࢛
中ܭݮظըに͖ͮج、各所におけΔ環境ύϑΥʔϚϯεの
ૢ、けͨਐ管理にݮ 業にӨڹΛٴ΅͢環境๏ྩにର͢Δର

ɾ҆શਪਐମ੍ਤ（202�年度）ڥ˔

中核事業会社

古河機械金属㈱
環境安全統括部
（事務局）

環境安全管理委員会

環境・安全推進会議
（環境会議、安全会議）

CSR推進室
（事務局）

代表取締役社長

CSR推進会議
答申・報告指針・指示

古河産機システムズ㈱
古河ロックドリル㈱
古河ユニック㈱

［環境安全管理委員会］
委 員 長：環境安全統括部長
委 　 員：各本部長、各中核事業会社工場長（工場長がない場合は管理部長）
事 務 局：環境安全統括部
開催場所：本社
開催頻度：年1回
［環境・安全推進会議（環境会議／安全会議）］
出 席 者：環境安全統括部長および部員、各中核事業会社、他の環境・安全担当者
事 務 局：環境安全統括部
開催場所：原則、当社足尾事業所で開催
開催頻度：年1回（2019 年度から「環境会議」、「安全会議」に分けて実施）

古河メタルリソース㈱
古河電子㈱
古河ケミカルズ㈱

環境安全管理委員会

Ԡঢ়گにͭいての֬ೝΛߦい·ͨ͠ɻ安全໘においては、Ϧ
εΫΞηεϝϯτ実施ঢ়گ、事ൃࡂނੜޙのൃੜ原Ҽの分
ੳ、ൃ࠶ࢭにけͨऔΓ
Έঢ়گにͭいて֬ೝΛߦ
い、ແ事ނ・ແࡂにけͨ
各工場のऔΓΈΛࢧԉ͠、
༩͢Δ͜دに্「場ྗݱ」
ͱΛతに実施͠·ͨ͠ɻ 工場ࡕՏέϛΧϧζ᷂େݹ
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TOPICS

͢ݙߩにݱଓՄな社会の実࣋、ցۚଐάϧʔϓはػՏݹ
ΔͨΊ、環境อ全、ΧʔϘϯχϡʔτϥϧの実ݱにけͨ環境
ྀܕの開 తにऔΓΜでい·͢ɻͦۃにੵٴීൃ・ の
中の「ਓͱ環境ྀͨ͠」にͭいてҰཡදにऔΓ·ͱΊ
·ͨ͠ɻ
当社άϧʔϓは、͜ Εから、ਓͱ環境ྀͨ͠・αʔ
ϏεのఏڙにΊてい͖·͢ɻ

「ਓͱ環境ྀͨ͠」にͭいては、͜ ͪら�
https://www.furukawakk.co.jp/csr/environment/consideration.html

「ਓͱ環境ྀͨ͠Ұཡ」Λ)1にࡌܝ

˔環境会議
2020年11݄には「環境会議」ΛݹՏϢχοΫ᷂ࠤ工場にて開
催͠·ͨ͠ɻ会議では、各所におけΔୈظ࢛中ܭݮظըのඪୡ
にけͨਐঢ়گの֬ೝ、各छઃඋのҡ࣋管理にؔ͢Δ๏తཁ
ੋͮ͘جにނ事߲֬ೝςετ、当社άϧʔϓでൃੜͨ͠環境事ٻ
ਖ਼、༧ରࡦにͭいてઆ໌Λߦい、ࣝのڞ༗ΛਤΓ·ͨ͠ɻ·ͨ、
各社・各所におけΔٸۓ事ଶの४උおよびରԠにͭいて࠷৽の
ঢ়گにؔ͢ΔใࠂΛߦい·ͨ͠ɻ

ୈظ࢛中ܭݮظըͱ�ͷ݁Ռ

「202�年Ϗδϣϯ」にͮجいͨ2019年度から202�年度·で
の10年ؒのୈظ࢛中ܭݮظըの2年（2020年度）の݁Ռ
は、各工場におけΔτοϓϥϯφʔઃඋ・ثػಋೖੜ࢈工ఔの
ޮԽΛਐΊΔҰํ、ίϩφՒのӨڹによΔҰ部の工場におけ
Δੜݮ࢈なͲによΓ$0ùഉ出ྔ、ਫݯࢿ༻ྔ、ഇغ૯ഉ
出ྔͱにݮඪΛୡ͠·ͨ͠ɻ
ୈظ࢛中ܭݮظըの�年にೖΓ、ݮඪのୡにけ
て、各社におけΔਐঢ়گΛత֬にѲ͠、ඪୡにけて
औΓΜでい·͢ɻ

グループガバナンス体制の強化

コンプライアンスの強化

お客さまとの関わり

環境への取り組み

従業員との関わり

取引先との関わり

株主・投資家との関わり

地域社会との関わり

環境ͷऔΓΈ

DO

環境・安全推進会議

「環境・安全ਪਐ会議」はݹՏػցۚଐάϧʔϓの環境・安全
担当者が出席͠、各所におけΔ環境อ全・安全Ӵੜ׆ಈの্
ΛਤΔ͜ͱΛతͱ͠て年1回開催͠てい·ͨ͠が、環境および
安全担当者のҭ、各所におけΔ׆ಈのߋなΔϨϕϧΞοϓΛ
ਤΔͨΊ、2019年度から「環境会議」ͱ「安全会議」に分け、「環
境会議」Λຖ年11݄、「安全会議」Λຖ年�݄の開催にม͠ߋ·
ͨ͠ɻ

˔安全会議
2020年�݄、「安全会議」ΛݹՏػցۚଐ᷂足尾事業所にて
開催͠·ͨ͠ɻ会議では、安全にؔ͢Δೝࣝ֬ೝςετの実施、
աڈ�年ؒの࿑ಇൃࡂੜঢ়گのใࠂおよび�.分ੳ๏Λͬ
ͨ事ނ原Ҽの分ੳํ๏にͭいてのࢦಋΛߦい·ͨ͠ɻ·ͨ、
Θߦな౼議がൃ׆、いߦ議ڠΛਤΔͨΊの্डੑのײݥة
Ε·ͨ͠ɻ

環境・安全ਪਐ会議（安全会議）

環境・安全ਪਐ会議（環境会議）
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TOPICS

200で2ࠃは全ྛࢁցۚଐ᷂のอ༗͢ΔػՏݹIB͋Γ·͢ɻ各Ҭのྛ合
ͱڠಇ͠、ܭըతなআؒെ、ԼמΓ、ࢬଧͪなͲΛ͜͏ߦͱによΓ、ྛࢁの݈全なҭ
にΊてい·͢ɻ
੩Ԭݝদࢢఱཽ۠のྛࢁࠜٱは、'4$ྛೝূΛऔಘ͠てい·͢ɻಉྛࢁΛؚ
Ίͨ当社อ༗ྛࢁにおけΔ$02ٵऩྔは�ઍU�$0ù�年で͋Γ、ݹՏػցۚଐά
ϧʔϓにおけΔ2020年度$02ഉ出ྔの��ˋΛٵऩ͢ΔࢉܭͱなΓ·͢ɻ
当社はݩのྛ合ͱڠಇ͠、ྛࢁの݈全な管理、࡞業ޮ্、ؒ െࡐのൖ出
Λ༰қに͢ΔͨΊに、ྛࢁにおけΔ৽ͨなྛ࡞業ಓのݐઃΛਐΊてい·͢ɻ

当社อ༗ྛࢁにͭいて

ࢁࠜٱ （ྛ੩Ԭݝদࢢఱཽ۠）

古河機械金属άルーϓͷϚテリΞルϑロー（����）
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࢈ಋೖੜثʹ͓͚Δτοϓϥϯφʔઃඋ・機֤
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ΊΔͱͱʹɺίϩφՒのӨڹʹΑΓҰ෦のʹ
͓͚Δੜݮ࢈ʹΑΓɺରલൺ�ˋݮͱͳΓ·ͨ͠ɻ

ʢઍU�$0�ʣ

�

��

��

��

��

ʢʣ����

̎̍

����

��

����

��

����

��

����

��

˔$02 ഉग़ྔ

ΤωϧΪʔ༻ྔのରલൺ�ˋ͓ݮΑͼ
$0� ഉग़のӨڹʹΑΓɺରલൺ�ˋ
ͱͳΓ·ͨ͠ɻݮ

591259125912

3456

2456

ʢUʣ

�

����

����

����

����

ʢʣ����

������������

����

����

����

������������

����

����

����

������������

����

����

������������

����

����

��������

༗Ձ ഇغ
˔ഇغ૯ഉग़ྔ

ഇغのൃੜ ԽͳͲΛਪਐ͢Δݯࢿ࠶੍・
ҰํɺίϩφՒのӨڹʹΑΔੜݮ࢈ͳͲʹΑ
Γɺഇغ૯ഉग़ྔରલൺݮ���ͱ
ͳΓ·ͨ͠ɻͳ͓ɺഇغ૯ഉग़ྔの͏ͪɺ
��ˋΛ༗Ձ͕Ί͍ͯ·͢ɻ

ʢઍN�ʣ

ʢʣ����

671

����

���

����

���
���

����

���

����
0

200

400

600

800

˔ਫݯࢿೖྔ

ਫݯࢿ༻のޮ ఔのޮԽͳ࢈ར༻ɺੜ࠶্・
ͲΛਪਐ͢ΔͱͱʹɺҰ෦のۀࣄॴʹ͓͍ͯઅਫઃ
උのಋೖɺ࿙ਫରࡦΛͨͬ͜ߦͱʹΑΓɺରલൺ
ͱͳΓ·ͨ͠ɻݮ��

ʢઍN�ʣ

�

���

���

���

���

ʢʣ����

474

����

���

����

���

����

���

����

���

˔ഉਫྔ

ਫݯࢿ༻ྔ͕ରલൺ�ˋݮͱͳͬͨ
ӨڹʹΑΓɺഉਫྔରલൺͰएׯの
ͱͳΓ·ͨ͠ɻݮ

*/165 065165



��

グループガバナンス体制の強化

コンプライアンスの強化

お客さまとの関わり

環境への取り組み

従業員との関わり

取引先との関わり

株主・投資家との関わり

地域社会との関わり

環境ͷऔΓΈ

DO

Խֶ࣭ͷ管理

2020年度の1353˞ಧ出ର࣭はલ年度ͱಉ༷1�࣭ͱなΓ·ͨ͠ɻੜ࢈工ఔのվળ、আஔのదਖ਼な管理なͲԽֶ࣭ഉ出
ྔのݮΛਪਐ͢Δͱͱに、ίϩφՒのӨڹによΔ各部のੜݮ࢈なͲによΓ、େؾのΩγϨϯ、Τνϧϕϯθϯ、τϧΤϯ、12��
τϦϝνϧϕϯθϯなͲのഉ出ྔがݮগ͠·ͨ͠ɻ

環境会ܭ

˔環境อ全ίスτ
ͱ͠て環境อ全ߟࢀΛ「ΨΠυϥΠϯܭ環境会」ցۚଐάϧʔϓでは、環境লのػՏݹ
にཁ͢ΔίετΛѲ͠、環境อ全ͱ環境ޮの্にΊてい·͢ɻ
2020年度のֹࢿは合ܭで���ඦສԁͱなΓ·ͨ͠ɻओな༁はٳഇࢁ߭ࢭにおけ
Δͨいੵ場ഇਫ管ߋ৽工事、උ工事、工場におけΔԻઃඋ工事なͲのެ
ͦ、Խ͠ておΓڧΛࡦに当ͨͬては༧ରࢿで͢ɻࢿのͨΊのࢭ の݁Ռ、ެ ࢭ
ίετのׂ合が�0ˋΛΊてい·͢ɻ
අ༻ֹは合ܭで10��ඦສԁ、༁ͱ͠てはެࢭઃඋのҡ࣋・管理のపఈ、ྛ
のอ全なͲ、環境อ全׆ಈΛਪਐ͢ΔͨΊのඅ༻で͢ɻ

��ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（ಈʹԠͨ͡ྨ׆ۀࣄ）อશίετڥ˔ �ɹ �����（୯Ґ � ඦສ円）
ྨ ओͳ取ΓΈͷ༰ ֹࢿ අ༻ֹ

（̍）事業ΤϦΞίετ ��0 ��0


༁

ίετࢭެ େؾԚછ、ਫ࣭ԚࢭのͨΊのίετ �02 ��0
ٿ環境อ全ίετ লΤωϧΪʔのͨΊのίετ、ࣗ 社༗ྛࢁҡ࣋管理 121 ��
॥環ίετݯࢿ ϦαΠΫϧ、ഇغॲ理、ਫの༗ޮར༻のͨΊのίετ � 212

（̎）্ ・Լྲྀίετ ԽのͨΊのίετ࠶・場に出ͨのϦαΠΫϧ・回ऩࢢ 0 �
（̏）管理׆ಈίετ *401�001のӡ༻、環境ڭҭ、事業所ඒԽ・ԽなͲのͨΊのίετ 0 ��
開ൃίετڀݚ（̐） 環境อ全に͢ࢿΔなͲのڀݚ開ൃのͨΊのίετ 1� 1��
（̑）社会׆ಈίετ Ҭਗ਼、ҬԽなͲのͨΊのίετ 0 2
（̒）環境ଛইରԠίετ 事業׆ಈが環境に༩͑ΔଛইにରԠ͢ΔͨΊのίετ 0 0

ܭ��߹ ��� ����

อશޮՌڥ˔
環境อ全ޮՌͷྨ 環境ύϑΥʔϚϯε指ඪ（୯Ґ） ���� ���� લͱͷࠩ

事業׆ಈにೖ͢Δݯࢿにؔ͢Δ�
環境อ全ޮՌ

૯ΤωϧΪʔೖྔ （ઍ̜̟ ） ���� �2� 11ઍ(+ݮগ

ਫݯࢿೖྔ （ઍ̼̏） ��0� ��1 9ઍὗݮগ

事業׆ಈからഉ出͢Δ環境ෛՙ�
およびഇغにؔ͢Δ環境อ全ޮՌ

ԹࣨޮՌΨεഉ出ྔ （U�$0̎ ） 219�0� 2090� 102�U�$02ݮগ�

ഇغ૯ഉ出ྔ （U） �0�9� �912 112�̓ গݮ

˔環境อ全ʹ͏ޮࡁܦՌ
2020年度のݹՏέϛΧϧζ᷂େࡕ工
場のλʔϏϯൃిػՔಇによΔߪೖిྗ
අ༻ޮݮՌは��ඦສԁͱなΓ·ͨ͠ɻ
に͏（༗Ձച٫ऩӹ）॥環ݯࢿ
Ռは12�ඦສԁͱなΓ·ͨ͠ɻޮࡁܦ

Ռ（࣮࣭తޮՌ）ޮࡁܦอશʹ͏ڥ˔
（୯Ґ�ඦສԁ）

ޮՌͷ༰ ֹۚ
�॥環ݯࢿ
（༗Ձച٫ऩӹ）

εςϯϨε、మ�
なͲのച٫ӹ 12�

লΤωϧΪʔޮՌ
ৠؾλʔϏϯൃిػ�
ՔಇによΔ�
ݮ༺ೖిྗඅߪ

��

���ܭ�߹ ���

˔ 1353 ಧग़ର࣭ͷഉग़ྔɾҠಈྔɹ੨ࣈɿલ年度ΑΓݮগɹࣈɿલ年度ΑΓ૿Ճ（୯Ґ � LH ʗ年ɺμΠΦΩγϯྨͷΈ � NH�5&2ʗ年）
�
࣭�
൪�
߸

Խֶ࣭
ഉग़ྔ Ҡಈྔ

େؾ ਫҬ༺ڞެ  事ۀॴʹ͓͚Δຒཱ ԼਫಓͷҠಈ 事ۀॴͷ֎
���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

�� Τνϧϕϯθϯ 2���� 2�0�� 0 0 0 0 0 0 0 0 1�9� 1�1�
�� ΧυϛϜٴびͦのԽ合 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 � 2�9�
�0 ΩγϨϯ �0�91 �2��� 0 0 0 0 0 0 0 0 ���2 ����
�� ΫϩϜٴび �ՁΫϩϜԽ合 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 �� 1�
2�� μΠΦΩγϯྨ 2�� ��9 0 0 0 0 0 0 0 0 0�21 0�0�
2�2 ಔਫ༹ੑԘ 0 0 0 0 0 0 0 0 � � 0 0
29� 12�� τϦϝνϧϕϯθϯ �00� ���9 0 0 0 0 0 0 0 0 ��� ���
29� 1��� τϦϝνϧϕϯθϯ 1�02 1012 0 0 0 0 0 0 0 0 1�� 1�2
�00 τϧΤϯ ���1� ��2�� 0 0 0 0 0 0 0 0 1��� 11�2
�0� χοέϧ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
��2 ᛜૉٴびͦのແػԽ合 � � 0 0 0 0 0 0 0 0 1��9 2��2
��� ;ͬԽਫૉٴびͦのਫ༹ੑԘ 0 0 � � 0 0 0 0 0 0 1��� 12��
�12 ϚϯΨϯٴびͦのԽ合 � � 0 0 0 0 0 0 0 0 �0 2�
��� ϝνϧφϑλϨϯ 1� 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
��� ϞϦϒσϯٴびͦのԽ合 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
˞��1353（1PMMVUBOU�3FMFBTF�BOE�5SBOTGFS�3FHJTUFS）���環境Ԛછ࣭ഉ出・Ҡಈొ੍度

༁ֹࢿอશίετڥ˔

2020年度
環境保全コスト
投資額
545（ඦສ円）

�開ൃڀݚ�
ίετ
2���

॥環ίετݯࢿ�
1���

ίετࢭެ�
�����

�ٿ環境อ全ίετ
22�2�



��

࿈リスクͷରԠؔީؾ

߭ࢭഇٳցۚଐ᷂環境安全統括部では、当社άϧʔϓにおけΔ工場ͱػՏݹ
者ͱのଧ֬ೝؔݱ、࿈ϦεΫにର͠てؔީؾΤϦΞにおいてఆ͞ΕΔࢁ
ͪ合ΘͤによΓ管理ঢ়گΛѲͨ͠͏͑で、ϦεΫධՁΛߦ てͬい·͢ɻ
�ࢭഇٳ、ՏϩοΫυϦϧ᷂٢Ҫ工場ではେӍによΔՏの൙ཞにର͠てݹ
�、Λ管理͢Δ足尾事業所では߽Ӎ・େઇによΔΠϯϑϥのஅઈにର͠てࢁ߭
աڈのඃ実ϋβʔυϚοϓなͲからඃঢ়گΛఆ͠、ରࡦΛࡦఆ͠�
てい·͢ɻ
ࣗવࡂのඃΛडけͨࡍに、ૢ 業およびपล環境のӨڹΛ࠷খݶにཹ
ΊΔͨΊに、࣌ٸۓ࿈བྷମ੍のڧԽ、ରࡦ༰Λਝかͭత֬にରԠで͖Δͨ
ΊのׂΛ໌֬に͠、ϦεΫにਝにରԠで͖Δよ͏、ମ੍Λඋ͠てい·͢ɻ

ੜଟ༷ੑอ全׆ಈͷ推進

ʮ̝ඌ͘͞Β২थ会ʯ、ʮ古河ͷ২थ会ʯͷ։࠵Λ中ࢭ
当社άϧʔϓಠࣗのԽ׆ಈͱ͠て足尾۠の社༗にࡩの
බ1000本২थΛࢦ 「͢足尾͞ ら͘২थ会」、およびಢݝ
ޫࢢ足尾ொদ۠の当社社༗におけΔ「ݹՏの২थ
会」（ओ催：ಢݹՏ会：ಢݝのݹՏάϧʔϓ各社によΔ
৫）は、৽ܕίϩφΠϧεײછରࡦのͨΊ、2020年にҾ
͖ଓ͖、2021年ΉΛಘͣ中ࢭͱ͠·ͨ͠ɻ
྆会ͱ、2年ଓけての開催中ࢭの事ଶͱなΓ·ͨ͠が、ޙࠓ
׆ಈはܧଓ͠てい͖·͢ɻ

�ʹ͓͚Δࢁ͓Αͼඌಔࢁ߭ࠜٱچ�˔
ϗタル࠶ੜ׆ಈ

ϗλϧは、環境のঢ়گΛө͢Δੜで͋Γ、ྑ なਫ環境Λ
ද͢で͋Δͱい͑·͢ɻͦ のよ͏なϗλϧが࣋ଓతにੜଉで
͖Δ環境Λ࠶ੜ͠、ੈ࣍にͨ͠いͱのࢥいから、当社環境安
全統括部では、ήϯδϘλϧがཚͨ͠ͱݴΘΕていΔ߭ࠜٱچ
͠·ಈΛଓけて͖׆ੜ࠶、において（ఱཽ۠ࢢদݝ੩Ԭ）ࢁ
ͨɻͦ の݁Ռ、ຖ年�݄Լ०から�݄ॳ०にかけてඈᠳ͢Δ࢟Λ
　　Δ͜ͱがで͖Δ·でになΓ·ͨ͠ɻݟ

2021年度からは、足尾ಔࢁ（ಢݝޫࢢ足尾ொ）におい
てϗλϧの࠶ੜ׆ಈの४උΛ開࢝͠·ͨ͠ɻ
ੜのඋに当ͨ࠶ てͬは、ϏΦτʔϓ（ੜੜଉۭؒ）の͑ߟ
ΛऔΓೖΕ、ਫ࿏はऄか͝によΔ؛ޢΛߦい、ϋϯϊΩ・ϠφΪͱ
いͬͨਫลにੜҭ͢ΔथΛਫลに͠、पғのޫがೖΓࠐΈに
͘͘ ҉ҋがอてΔよ͏、ϗλϧのΉਫลの環境Λ͠ݱ࠶·͢ɻ
ଓ͠ܧಈΛ׆ੜ࠶、ੜଟ༷ੑにྀͨ͠ੜ、২のޙࠓ
てߦ てͬい͖·͢ɻ

ࡦ管理ʹ͓͚Δ安全ରࢁ߭ࢭഇٳ˔
当社άϧʔϓではٳഇࢭ
本ํで͋Δج管理のࢁ߭
「安全ૢ業のܧଓ」にͮج
ഇਫॲ理にؔ͢Δ中、͖
長ܭظըΛࡦఆͨ͠͏͑で
ըతに༧工事Λ実施͠ܭ
てい·͢ɻ
ۙ年、ήϦϥ߽ӍなͲࣗવ
がଟൃࡂ て͠おΓ、֎部ཁ
ҼによΔఀిಓ࿏ෆ௨な
Ͳの事ଶがੜͨ͡場合で
がҡػഇਫॲ理施ઃの
で͖Δよ͏に、ϨδϦΤϯ࣋
ε（ࡂのରԠྗ）ڧԽΛ
ਤ てͬい·͢ɻ
足尾߭ࢁ（ಢݝޫࢢ）
では、ඇৗ༻ൃిػ༻の೩ྉݿΛվम͠、ͦ の݁Ռ、�ؒ分
の೩ྉอ管がՄになΓ·ͨ͠ɻ
ではஷట૧（�૧）の૿ઃおよび（ࢢদݝ੩Ԭ）ࢁ߭ࠜٱ、ͨ·
ඇৗ༻ൃిػのྗ্ΛਤΓ·ͨ͠ɻ

ՏϩοΫυϦϧ᷂ݹ
٢Ҫʢࠨʣͱ 
ྡ͢Δధ

ඌۀࣄॴ
ଠཅޫൃిॴೖޱ

৽ઃͨ͠೩ྉݿ（足尾߭ࢁ）

৽ઃͨ͠ஷట૧（ࢁ߭ࠜٱ）

中のϗλϧ（ޫࢢ足尾ொ社༗）
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グループガバナンス体制の強化

コンプライアンスの強化

お客さまとの関わり

環境への取り組み

従業員との関わり

取引先との関わり

株主・投資家との関わり

地域社会との関わり

ಇ͖͕͍ͷ͋Δ環境ͷ࣮ݱ

ै、ցۚଐάϧʔϓではػՏݹ 業員ҰਓͻͱΓが長͢Δ͜ͱ
で࿑ಇੜੑ࢈ͱੑΛ্ͤ͞、ଟ༷なਓࡐが݈߁でಇ͖が
いの͋Δ環境Λ実͢ݱΔͨΊの༷ʑなվֵにऔΓΜでい·͢ɻ

˔ಇ͖͕͍ͷ͋Δ環境࣮ݱ·Ͱͷ�ͭͷ՝ͱݕ౼߲

ਓࡐҭɺ�
ਓ׆ࡐ༻

内༰ɺྗͳͲʹԠͨ͡ଟ༷ͳ人ۀଓɺ৬ɺۈ
׆ద࠷のࡐҭɺ社һίʔεʹͱΒΘΕͳ͍༗人ࡐ
༻ɺνϟϨϯδϯάͳ個人ඪのઃఆͱదਖ਼ධՁ

ಇ͖ํվֵ

自ಈԽ・γεςϜԽɺ会ٞؒ࣌の ・ॖޮ ԽͳͲの࿑
ಇڥのඋɺϑϨοΫελΠϜ੍ɺςϨϫʔΫɺࠩ࣌
ग़ۈͳͲの༷ʑͳۈମܥのॊೈͳద༻ɺۀޮ
ҙࣝվֵ͚ͨʹ্

�తͳ߁݈
৬ͷඋ

ؒ૯࣮࿑ಇؒ࣌のݮɺ࣍༗ٳڅՋऔಘの্ɺ
ఆ߁݈ظஅडの্ɺੵ ࢪಈの࣮׆తͳอ݈ۃ

˔ಇ͖͍͢৬環境ͮ͘Γ
ै、Λ௨͡て্Ջऔಘのٳڅ༗࣍年ݮ࿑ಇの֎ؒ࣌
業員の݈߁ͱϫʔΫ・ϥΠϑ・όϥϯεの実ݱにけͨ׆ಈΛ
てい·͢ɻͬߦ

ඪ 2020年度࣮

࣌࿑ಇ֎ؒ࣌ （݄ؒ） ؒ࣌���� Ұൠ社һʢඇཧ৬ʣ˞ ؒ࣌����

年࣍༗ٳڅՋऔಘ ��ˋ ����ˋ ˞ಉ্

年ؒ૯࣮࿑ಇؒ࣌ �ະຬؒ࣌��� �ಉ্˞ ؒ࣌���

அड߁݈ ���ˋ ���ˋ ˞શैۀһ

ै業員ͱͷؔΘΓ

����ͷඪˍධՁ 達成状況
��ਓࡐҭ
�Խڧಈの׆༺࠾�˔　�　
�͠ݟのൈ本తなܥҭମڭ�˔　�　

˒˒˒�
˒˒˒

Ӧのਪਐܦ߁݈�
　�　˔�年ؒ૯実࿑ಇؒ࣌のݮ
　�　˔�ఆ߁݈ظஅडの্
　�　˔�٤Ԏݶ੍ؒ࣌の実施

˒˒˒�
˒˒˒
˒˒

�μΠόʔγςΟのਪਐ
Խڧの༺࠾社員܈ը৬اੑঁ�˔　�　
　�　˔�ਓݖσϡʔσΟϦδΣϯεの実施

˒˒˒
˒

�ब࿑環境のඋ
　�　˔�ੜ࢈తな৬場環境のௐ、උ ˒˒˒

ଟ༷ͳਓࡐΛ׆༻͠、ಇ͖ํͷଟ༷ԽΛ推進͢Δ͜ͱʹΑΓ、ҰਓͻͱΓ͕ྗΛ࠷େݶ
ͯ͠شൃʹ ৽ͨͳՁΛ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ಘΔ、ಇ͖͕͍ͷ͋Δ৬環境Λ࣮͢ݱΔ

����ͷඪ
��ਓࡐҭ
　�　˔�ඞཁਓ員のॆ足　˔�৽ଔ׆༺࠾ಈのڧԽ
͠ݟのൈ本తなܥҭମڭ�˔　�　
Ӧのਪਐܦ߁݈�
　�　˔�年ؒ૯実࿑ಇؒ࣌のݮ
ݮϦεΫの߁管理のਪਐおよび݈߁݈�˔　�　
�μΠόʔγςΟのਪਐ
　�　˔�ঁੑ管理৬ൺの্　˔�ো者ޏ༻の্
༂ਪਐ׆年ྸ者のߴ�˔　�　
�ब࿑環境のඋ
　�　˔�ੜ࢈తな৬場環境のௐ、උ
　�　˔�ଟ༷なಇ͖ํのਪਐ

̎̌ ̎̑ ͷ͋Δ͖࢟

DO

PLAN & CHECK

˒˒˒ඪୡ、˒ ˒ະୡ、˒ ඪະୡ

˔ 2020年度ͷ׆ಈ༰

・ ࣍༗ٳڅՋのऔಘྭのઃఆɺऔಘʢ�ະຬʣのै

һʹର͢Δऔಘྭۀ

・ ςϨϫʔΫಋೖ͓ΑͼϑϨοΫελΠϜ੍ద༻֦େ

・Ӧۀ୲ऀʹର͢ΔςϨϫʔΫڥのඋݕ౼

・会ٞの͓ݮΑͼΣϒ会ٞのྭ

μΠόーシテΟͷ推進

˔ঁੑै業員ͷ׆༂ࢧԉ
ঁ、にྗΛೖΕΔ当社では༺׆ͱ༺࠾తなঁੑۃੵ ༂ਪ׆ੑ
ਐߦಈܭըに͖ͮج、ঁ ੑの׆༂Λࢧԉ͢ΔͨΊのॾ੍度Λ֦
ॆ͠てい·͢ɻ

˔�ঁ �ըܭಈߦ༂ਪਐ׆ੑ
ɿ202�年ؒظըܭ） �݄ ̍ʙ202� 年 �݄��）

ඪ� ֶଔ৽ଔ࠾༻ʹΊΔঁੑׂ߹ɹ��ˋҎ্

ඪ2 ঁੑཧ৬ɹ��໊Ҏ্

ඪ� �ؒの自己߹ୀ৬ ��ˋҎԼޙ社һのೖ社ੑঁ܈ը৬ا

ඪ� ࣍༗ٳڅՋऔಘଅਐɹ�人ͨΓฏۉؒ��

˔ҭࣇΛै͏ߦ業員ͷࢧԉ
ҭࣇのͨΊのॾ੍Λར༻Ͱ͖ΔैۀһのൣғΛ֦େ͠ɺ·ͨɺ

ҭۀٳࣇのҰ෦Λ༗ٳڅՋͱ͢ΔͳͲɺҭࣇΛۀै͏ߦһのα

ϙʔτΛॆ࣮͍ͤͯ͞·͢ɻ·ͨɺஉੑのҭࢀࣇՃの機会͕૿Ճ

͢Δ͖͔͚ͬͱͳΔΑ͏ɺஉੑैۀһ͕ҭۀٳࣇΛऔಘ͢ΔΑ͏ਪ

ͯ͠ ͍·͢ɻ
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　員ߦࣥڃ্
ਓ事૯務部長　

髙野 厚

൫の֦جࡐは、202�年ϏδϣϯΛୡ͢ΔͨΊのํのҰͭͱ͠て「ਓͪͨࢲ ࡐਓ」、͛ܝԽ」Λڧॆ・
ҭ」「݈ܦ߁Ӧのਪਐ」「μΠόʔγςΟのਪਐ」「ब࿑環境のඋ」にॏతにऔΓΜでい·͢ɻকདྷ
にΘͨΓ社会にඞཁͱ͞ΕΔا業で͋ΓଓけΔͨΊには、࣌のมԽに合Θͤて、·ͨͦのҰาઌに、ै
業員ࣗがεϐʔσΟʔにมԽ͠長Λ͛ていかなけΕなΓ·ͤΜɻଟ༷Խ͢Δੑݸ、Ձ؍、ੜ׆
環境ΛडけͱΊΔ৽ͨなΈΛॊೈにऔΓೖΕ、·ͨ、༏ΕͨੑΛൃ͠ش͢い৬場環境Λ実͞ݱ
ͤΔ͜ͱで、ै 業員の長Λαϙʔτ͠て·いΓ·͢ɻ

ै業員ʹͱͬͯಇ͖͕͍ͷ͋Δ৬環境ͷ࣮ݱ、�
ެਖ਼ͳධՁ、۰

ʦऀメッηーδʧー���� ͷ૯括ー

ؔ࿈͢Δ
ओͳ4%(T

ACTION

˔ো͕͍ऀޏ༻
༷ʑͳ৬・৬छʹ͓͍ͯো͕͍ऀΛޏ༻͠ɺো͕͍ऀの自ཱͱ

社会ࢀՃのଅਐʹΊ͍ͯ·͢ɻ

༺ޏ੶ै業員ͷࠃ֎˔
తͳւ外ల։ΛਐΊΔ社άϧʔϓͰɺ国੶ʹͱΒΘΕۃੵ

ͳ͍׆༺࠾ಈΛͯͬߦ ͍·͢ɻ外国੶のैۀһͱɺ͓ のΞΠ͍ޓ

σϯςΟςΟʔΛଚॏͭͭ͠ɺ国੶Λ͑ͨύʔτφʔγοϓΛਂ

Ί͍ͯ·͢ɻ

˔ఆྸͷԆ
�����݄�ΛͬͯɺݹՏ機ց金ଐ᷂のఆྸΛࡀ��

͔Βࡀ��ʹԆ͠ɺ֤ छ人੍ࣄɺڅ༩ମܥɺୀ৬金੍Λൈຊ

తʹݟ͠·ͨ͠ɻ͜ ΕʹΑΓɺै ࣋͠һ͕ϞνϕʔγϣϯΛҡۀ

͍͢ڥΛ͑Δͱͱʹߴɺ ྸのैۀһʹΑΔٕज़のঝ

தݎ・एखैۀһのҭΛੑ׆Խ͍ͤͯ͞·͢ɻ

ਓ事ؔ࿈σʔλにͭいては、͜ ͪら�
https://www.furukawakk.co.jp/pdf/CSR/csr_17.pdf

ਓݖͷଚॏ

˔ϋϥスメϯτ͓Αͼࠩผͷࢭې
当社άϧʔϓでは、「ݸਓのଟ༷なՁ؍ΛೝΊ、ਓݖ৵
ࠩผがな͘、·ͨެฏなධՁがडけらΕΔಇ͖がいの͋Δ
ͨ「業෩ͮ͘ΓにΊΔا Ί、͋ らΏΔϋϥεϝϯτࠩผ
Λ͠ࢭېてい·͢ɻ·ͨ、ϋϥεϝϯτࠩผߦҝには、社
વͱͨ͠ରԠΛͱΔ͜ͱͱ͠てい·͢ɻؽ͖ͮجఔにن

˔ਓݚݖम
ࠩ、Λଚॏ͠ݖ本తਓج ผతݴಈΛߦΘない͜ͱΛै業員
のߦಈج४ͱ͢Δ当社άϧʔϓでは、৽ೖ社員全員がೖ社࣌
のਓݚݖमΛड͠ߨてい·͢ɻ·ͨ、֊ผݚमにࢀՃ͢Δ
ै業員は৬場におけΔϋϥεϝϯτにؔ͢Δ社ݚमΛडߨ
͢ΔなͲ、ಇ͖͢い৬場環境の出ਓݖ৵にͭながΔ
۩ମతな事ྫにͭいてֶΜでい·͢ɻ

ਓࡐҭ

ํ͑ߟຊతͳج˔
当社άϧʔϓでは、「ا業のݶΓないൃలΛ͑ࢧΔのはh ਓʱ
で͋Δ」Λج本ํͱ͠、Կ事にੵۃతにઓ͢ΔਓࡐΛޏ
༻͢Δͱͱに、ݸਓのଟ༷なՁ؍ΛೝΊ、ਓݖ৵ࠩผ
がな͘、·ͨ、ެ ਖ਼なධՁがडけらΕΔಇ͖がいの͋Δا業෩
ͮ͘ΓにΊてい·͢ɻ

˔ਓࡐ։ൃ
ϓϩϑΣογϣφϧਓࡐの開ൃͱ、ྗΛൃشで͖Δ৬場
環境ͮ͘ΓΛ௨͡て、άϧʔϓ事業ମ੍の࠷దԽ、ͦ ͠てا業
Ձの࠷େԽΛ͠ࢦてい·͢ɻ

˔֊ผݚम

৽ೖ社員、2年社員、�年社員、�年社員、�年社員、
10年社員、৽管理৬、՝長৬ͱいͬͨ֊ผに๛なݚ
मϓϩάϥϜΛ༻ҙ͠、ͦ ΕͧΕにඞཁなૅجࣝのମಘに
Ճ͑、社会環境มԽのରԠྗΛཆ͠てい·͢ɻなお৽ೖ
社員ݚमでは、足尾ಔࢁのྺ࢙、ެ のอ安管理ঢ়ࡏݱ、ࡦର
मΛऔΓೖΕてい·͢ɻݚにؔ͢ΔࡦおよびԽରگ
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TOPICS

߁業লが実施͢Δ݈࢈ࡁܦ、ցۚଐ᷂はػՏݹ
ै、͖ͮجӦ༏ྑ๏ਓೝఆ੍度にܦ 業員の݈߁管
理ΛܦӦతなࢹで͑ߟઓུతにऔΓΜでいΔ
݈、業ͱ͠てا
Ӧ༏ྑ๏ܦ߁
ਓ2021にೝఆ
͞Ε·ͨ͠ɻ

Ӧ༏ྑ๏ਓ2021にೝఆܦ߁݈

˔ఆ߁݈ظஅͷडඪ �00ˋͷ

全ै業員にର͠ఆ߁݈ظஅのडΛੵۃతにಇ͖かけ
ておΓ、2020年度は͢てのै業員がड͠·͠ （ͨड
100ˋ）ɻ

˔डಈ٤Ԏͷࢭ

社の分ԎԽΛਤΓ、डಈ٤͖ͮجにࢫのझ「ਐ๏૿߁݈」
ԎのࢭにΊてい·͢ɻ·ͨ、٤࣍�Ԏのࢭおよび٤Ԏ者
のଔԎの͖ͬかけͱ͢ΔͨΊ、ब業ؒ࣌ΛېԎͱ͢Δݕ౼Λ
てい·͢ɻͬߦ

˔ίϥϘϔϧεͱσʔλϔϧε

݈、͠ܞ合ͱが࿈ݥอ߁Տ݈ݹցۚଐ᷂ͱػՏݹ அ߁
σʔλ（༗所ݟのঢ়گ）Λ分ੳ͢Δ͜ͱによΓ、༗ޮな各छ施
てい·͢ɻ·ͨ、分ੳ݁Ռにͭいては࿑ͬߦΛ౼ݕ・ըاのࡦ
ಇ合ͱڠ議͠、各छ施ࡦのڞಉاը・ڞಉ開催Λݕ౼͠て
い·͢ɻ

˔ϝϯλϧϔϧεέΞ

「৺の݈ͮ͘߁Γܭը」において、৺の݈߁Λอ࣋͠ながら安
全でಇ͖͢いا業Λ実͢ݱΔͨΊの۩ମతなඪΛఆΊ、༧
ࡦΛ͡ߨΔͱͱに、ෆௐ者にର͠ては࢈業ҩ、ਓ事・࿑務
担当者および্࢘が͠ྗڠ、֎部のઐؔػおよびઐҩͱ࿈
てい·͢ɻͬߦԉΛࢧながら৬場෮৬͠ܞ
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ै業員ͱͷؔΘΓ

˔ઐɾ৬ผݚम

ै業員のઐ分৬֨ࢿにԠͨ͡ݚमΛ実施͠、各分
にؔ͢Δ෯いࣝઐεΩϧのशಘΛਤΓ·͢ɻ·ͨ、
社֎で実施͞ΕΔઐࣝ࠲ߨのࢀՃ、ެ త֨ࢿのऔಘ
ֶ会のؔػڀݚҭڭతにྭ͢Δͱͱに、֎部ۃੵ
がܮにΛόοΫΞοϓ͠て、ઌٕज़社会環境のಈݣ
ਂいਓࡐのҭΛ͠ࢦてい·͢ɻ

˔ਓ事ߟ՝੍
ैདྷの৬֨ࢿ੍ڃ度Λഇ͠ࢭ、会社がै業員にͦのՌ
͖ͨ͢ظׂΛ༩͠、ظׂのେ͖͞にԠͨ͡ά
ϨʔυΛઃఆ͢ΔׂάϨʔυ੍度Λ2019年�݄1で
ಋೖ͠·ͨ͠ɻ͜ のׂάϨʔυ੍度Λૅجͱͨ͠ਓ事ߟ՝
੍度にۈ、͖ͮج務、ඪୡ度、ҙཉ、ྗなͲΛߟ՝
͢Δ͜ͱによͬて、ै 業員のࢦಋ・ҭྗ開ൃ、దਖ਼ஔ
にΊ、ҙཉの͋Δै業員が安৺͠て׆༂で͖Δ環境Λ͑
てい·͢ɻ

˔部ԼҭͷͨΊͷίミϡニケーシϣϯ
ͱ部ԼͱのৗతなίϛϡχέʔγϣϯにՃ͑、年2্࢘
回、ଐの্࢘ͱ部Լͱの໘Λͬߦてい·͢ɻ໘では、
՝のධఆ݁ՌΛϑΟʔߟ事༰、業、লおよびਓ事
υόοΫ͢Δͱͱに、ࣗ の༰Λ֬ೝͨ͠͏͑でॿࠂਃݾ
༗ԽΛਤͬてい·͢ɻಉڞΛ༩͑、ઃఆͨ͠ඪの֬ೝͱݴ
ͱ͠てのධՁ༩͑·͢ɻ社員が࢘分ੳにର͢Δ্ݾにࣗ࣌
Λݾͱにࣗؒ͝ظから໌֬なධՁΛडけΔ͜ͱでҰఆ্࢘
ࣗ、Ί͢͜ͱがͭݟ のϞνϕʔγϣϯにͭながͬൃܒݾ
てい·͢ɻ

ै業員ͷ݈߁管理

ݴએ߁Ӧͷ推進ͱ݈ܦ߁݈˔
ै、ցۚଐάϧʔϓはػՏݹ 業員の݈߁管理ΛܦӦతなࢹ
でͱら͑、ྗ׆ੜੑ࢈のվળ、৫のੑ׆ԽΛ௨͡て業
Λ্ͤ͞Δ͜ͱΛతͱ͠て݈ܦ߁ӦにྗΛೖΕてい·͢ɻ
2021年1݄1には、「݈߁એݴ」Λൃ出͠、ै 業員の݈߁ҡ࣋
および૿ਐにؔ͢Δ施ࡦのਪਐにҰੵۃతにऔΓΉํ
Λެද͠·ͨ͠ɻ

˔੍・ࡦࢪ
、ӦΛਪਐ͢Δに当ͨͬての۩ମతなऔΓΈͱ͠てܦ߁݈
ঢ়ଶの管理およびै業員の߁அΛ௨ͨ͡ै業員の݈߁݈
Λ実施͠てい·͢ɻࡦԉ͢ΔͨΊの各छ施ࢧΓΛͮ͘߁݈
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࿑ಇ安全Ӵੜ

˔࿑ಇࡂ׆ࢭಈ
当社άϧʔϓでは、各工場・各所で安全Ӵੜ委員会、安全ύ
τϩʔϧΛఆظతに実施͢Δͱͱに、ै 業員のܭըతな
ಈ͠てい׆けてにࢭࡂ࿅Λ実施͢ΔなͲ、࿑ಇ܇ҭڭ
·͢ɻڭҭにؔ͠ては、ޏいೖΕ࡞、࣌業༰ม࣌ߋのڭҭ、
ಛผڭҭ、৬長ڭҭなͲΛ֬実に実施͢ΔͨΊ、管理ಜ者が
ಋ͠てい·͢ɻ·ͨ、৬場にજΜでいΔࢦ、ҭ༰Λ֬ೝ͠ڭ
ϦεΫのݮΛਤΔͨΊ、࡞業खॱ・࡞業༰のఆظతなݟ
͠、ϦεΫΞηεϝϯτのܭըతな実施によΓ、管理ಜ者お
よびै業員のࢦಋΛڧԽ͠てい·͢ɻ
2020年度は、࿑ಇࡂのൃੜ頻度は΄΅ԣいでͨ͠が、
けて、ෆ安にࡂແ・ނ度はେ෯にվળ͠·ͨ͠ɻແ事ڧ
全なঢ়ଶ・ߦಈの໓にけͨ安全׆ಈのڧԽΛਤͬてい͖
·͢ɻ

˔�ࣾάϧʔϓͷ度͓Αͼڧ度

˔࿑ಇ安全Ӵੜ׆ಈ
社҆ڥશ౷ׅ෦Ͱɺ社άϧʔϓ内の֤・֤ॴʹ͓

ൃ࠶ॴෝ͖ɺۀࣄੜൃࡂނࣄɺࡍੜͨ͠ൃ͕ࡂނࣄ͍ͯ

ͯͬߦऀͱݱಋΛࢦશ͚҆ͨʹࢭ ͍·͢ɻ

そのࡍɺڞಉۀ࡞Λͯͬߦ ͍Δߏ内ྗڠ会社ʹରͯ͠ ɺ自社ڭ

ҭ内༰ʹෆඋ͕ͳ͍͔ɺ·ͨɺଆのཧମ੍ʹ͕ͳ͍͔

֬ೝΛ͍ߦɺൃ࠶ࢭʹΊ͍ͯ·͢ɻ

˔安全ύτロール
当社άϧʔϓの各工場・各所では、ແ事ނ・ແࡂΛਤΔͨ
Ίに৬場の安全८ࢹΛڧԽ͠てい·͢ɻ事業所τοϓ安全
管理者によΔ८ࢹの΄か、安全Ӵੜ委員会ϝϯόʔによΔ安
全ύτϩʔϧなͲ、৬場にෆ安全ߦಈ・ঢ়ଶがੜ͡ていない
か、ੜ͡ΔおͦΕはないか֬ೝ͠てい·͢ɻ
ෆ安全なঢ়ଶ・ߦಈΛൃࡍͨ͠ݟには、ࣸ ਅΛࡱΓ、ͦ の場
でੋਖ਼・ࢦಋ͢Δͱͱに、安全Ӵੜ委員会なͲの場Λ௨͡
て、事業所全員のਫฏల開Λਤͬてい·͢ɻ

˔ւ֎事業ॴͷ安全ࢦಋ
当社άϧʔϓのւ֎事業所にର͠て、ຖ年ઃඋの๏ఆݕ、
安全ڭҭの実施ঢ়࣌ٸۓ、گの࿈བྷମ੍、ެ త֨ࢿのऔಘঢ়
なͲにͭいگ安全Ӵੜ委員会安全ύτϩʔϧの実施ঢ়、گ
てௐࠪΛߦい、ݱの๏ྩはͱよΓ、ީؾなͲྀͨ͠ߟ
͏͑で、安全かͭշదな৬場環境ͱ管理ਫ४の্ΛਤΔͨ
Ίのࢦಋ・ॿݴΛͬߦてい·͢ɻ

（度数率） （強度率）

20202019

2020年度

（年度）

݅ۀٳ

注1：「度数率」：100万延実労働時間当たりの労働災害による死傷者数の割合
注2：「強度率」：1,000延実労働時間当たりの労働損失日数の割合
注3：休業4日以上の労働災害を対象
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҆શύτϩʔϧʢݹՏϢχοΫ᷂ࠤʣ
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ํ͑ߟຊతͳج

本جցۚଐάϧʔϓௐୡػՏݹ」、ցۚଐάϧʔϓはػՏݹ
ํ」に͖ͮج、ެ ਖ਼かͭެฏの原則ͱ૯合తなࡁܦ合理ੑ、๏
ྩ९कͱີػอ࣋のਫ਼ਆにのͬͱΓ、औҾઌͱのใަなͲ
のίϛϡχέʔγϣϯΛ௨͡て、ڞଘڞӫ・ܙޓతな৴པؔ
のҡߏ・࣋ஙΛ͢ࢦͱͱに、औҾઌͱのύʔτφʔγοϓ
のͱ、$43にྀΛͨ͠ௐୡ׆ಈΛਪਐ͠·͢ɻ
·ͨ、ւ֎߭ࢁからのಔ߭ੴのௐୡにͭいては、環境のӨ
࿑ಇなͲにྀͨ͠ௐୡにΊてい·͢ɻڹ

αϓϥΠνΣーϯΛؚΊͨ$43׆ಈͷ推進

当社άϧʔϓௐୡ部は、当社άϧʔϓのΈならͣऔҾઌΛ
は͡Ίͱ͢ΔαϓϥΠνΣʔϯ全ମでのؔྗڠがෆՄܽͱߟ
͑ておΓ、201�年から৽نऔҾઌΛؚΊͨ͢てのऔҾઌに当
社άϧʔϓ$43ௐୡのझࢫઆ໌ͱௐࠪΛ開2019、࢝͠年度に
はॳ回औҾઌ$43ΞϯέʔτΛ実施͠·ͨ͠ɻ
ॳ回のऔҾઌ$43ΞϯέʔτのলΛ౿·͑、2021年度
からはௐࠪ༰のਖ਼͠い理ղධՁがಘらΕΔよ͏なදݱͱな
Δよ͏にվળͨ͠ୈ2回औҾઌ$43ΞϯέʔτΛ開࢝͠·͢ɻ
·ͨ、αϓϥΠνΣʔϯΛؚΊͨ$43׆ಈのਪਐͱҡ্・࣋
のͨΊに、औҾઌ$43ΞϯέʔτʙϑΥϩʔΞοϓの1%$"Խ
ΛਐΊてい·͢ɻ

社άルーϓ事業会社ͷओཁऔҾઌͷ
ॳճऔҾઌ$43Ξϯケーτͷ૯括

ओཁ1��社に実施ͨ͠औҾઌ$43Ξϯέʔτには、「αϓϥ
ΠϠʔのϞχλϦϯά�（環境໘）」および「社会తにؔ͢Δ

˔औҾઌ$43Ξϯέʔτ࣮ࢪใࠂ

���� ʙ�
���� ���� ����

ΞϯέʔτΛ࣮ͨ͠ࢪ
取Ҿઌ

ओཁ1��社
全ମ�（1000社） 100�回ऩ ʕ

ώΞϦϯάௐࠪΛ
取Ҿઌͨ͠ࢪ࣮

（ඞཁऀۀͷΈܭ�ը�社）

�社
（な͠） な͠˞

˞ίϩφՒのͨΊఀ

औҾઌͱͷؔΘΓ

����ͷඪˍධՁ 達成状況

��ओཁऔҾઌの$43Ξϯέʔτ
　　　　　　　　ʙϑΥϩʔΞοϓの1%$"˞1Խ ˒˒˒

�ओཁऔҾઌのϚωδϝϯτ	2$%˞2��$43
　Խڧ ˒˒

�औҾઌͱのύʔτφʔγοϓのৢ　 ˒˒

�全社తな$43ௐୡਪਐ׆ಈのܧଓ　 ˒

ൢ、ଓతʹੜ産࣋৴པ͞ΕΔΛʹ٬ސ ച͢ΔͨΊʹ
$43ௐୡΛج൫ͱͨ͠2$%Λ͢ٻΔ

����ͷඪ
��ओཁऔҾઌのୈ2回औҾઌ$43Ξϯέʔτ開࢝

�ओཁऔҾઌのϚωδϝϯτ	2$%�$43
Խڧ

�औҾઌͱのύʔτφʔγοϓのৢ

�全社తな$43ௐୡਪਐ׆ಈのܧଓ

̎̌ ̎̑ ͷ͋Δ͖࢟

˞1　1%$"：1MBO（ܭը）、%P（実ߦ）、$IFDL�（ධՁ）、"DUJPO（վળ）
˞2　2$%：2VBMJUZ（࣭）、$PTU（ίετ）、%FMJWFSZ（ೲظ）ɻ

DO

PLAN & CHECK

αϓϥΠϠʔのࢹ」にͭいてのؚ߲·ΕておΓ、྆ ߲ͱ
、全社から回Λಘ·ͨ͠ɻ
͜のௐࠪの݁Ռ、$43のೝࣝがബいͱࢥΘΕΔ20社にͭ
いてՃΞϯέʔτ・ݱࠪϑΥϩʔΞοϓΛߦい·ͨ͠が、
Ξϯέʔτの࣭にର͢Δͨͬޡ理ղաに͠ݫいࣗݾධՁ
によΓਖ਼͠いධՁ݁ՌがಘらΕていなかͬͨ回がݟらΕͨͨ
Ί、当社でのऔΓΈΛհ͢Δͱͱに、ਖ਼͠い理ղධՁ
ΛಘらΕΔよ͏なઆ໌Λߦい、͜ の20社にͭいてはがな
い͜ͱが֬ೝで͖·ͨ͠ɻ

˔औҾઌ$43Ξϯケーτʹؚ·ΕΔ߲（ਓݖ・環境ͳͲ）
<人ݖのଚॏɺ人ݖ৵のࢭʹ関͢Δௐ߲ࠪ>

ɹ	�
ࢭې࿑ಇɺෆͳ金࿑ಇͳͲの੍ڧಐ࿑ಇɺࣇ 

ɹ	�
Γ࡞ڥһʹର͢Δࠩผɺϋϥεϝϯτのͳ͍৬ۀै 

ɹ	�
 ࿑ಇ関法ྩの९कɺ࿑ಇڥのඋ

<อશʹ関͢Δௐ߲ࠪڥ>

ɹ	�
ఆの९कڠɺ法ྩ͓Αͼ֨نࡍอશʹ関͢Δ国ڥ 

ɹ	�
 লΤωϧΪʔのྀɺݯࢿの༗ޮ׆༻ͱഇغのݮ

ɹ	�
  ʹؚ༗͞ΕΔԽֶ࣭͓ΑͼఔͰ外෦ڥ

ʹഉग़͞ΕΔԽֶ࣭のదͳཧ

˒˒˒ඪୡ、˒ ˒ະୡ、˒ ඪະୡ
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　部長ࡐࢿ

池田 直樹

2020年度は、201�年度ʙ2019年度に実施ͨ͠ॳ回औҾઌ$43Ξϯέʔτ全ൠにؔ͢ΔධՁͱվળΛ
実施͠·ͨ͠ɻධՁͱ͠ては、Ξϯέʔτに͝ྗڠいͨͩいͨऔҾઌのํʑにϑΥϩʔΞοϓの໘ஊΛ実
施ͨ͠ࡍに、࣭ ༰およびબࣜの回༰がΘかΓͮらいͱのࢦఠΛडけ·ͨ͠ɻͦ のͨΊ、ਖ਼͘͠
理ղ͠அ͠ていͨͩけΔよ͏な༰にվળΛ͠·ͨ͠ɻ2021年度は、վળͨ͠༰でୈ2回のऔҾ
ઌ$43ΞϯέʔτΛ中核事業会社から実施͢Δ༧ఆに͠てい·͢ɻ
Ҿ͖ଓ͖、औҾઌのօ͞·には当社άϧʔϓの$43ௐୡΛよΓ͝理ղいͨͩͨ͘Ίに、ϑΥϩʔΞοϓ
なͲのີۓなίϛϡχέʔγϣϯΛͱΓ、ύʔτφʔγοϓΛਂΊて·いΓ·͢ɻͦ ͠て、$43׆ಈΛ௨
ͨ͡αϓϥΠνΣʔϯ全ମで社会のݙߩΛՌͨ͠て·いΓ·͢ɻ

औҾઌͱͷύーτφーシッϓΛਂΊ、
αϓϥΠνΣーϯΛؚΊͨ$43׆ಈΛ推進

ʦऀメッηーδʧー���� ͷ૯括ー

ؔ࿈͢Δ
ओͳ4%(T

ACTION

ௐୡ୲ͷڭҭ

会の実施Λ௨͡ڧけのษ部では、部員ࡐࢿցۚଐ᷂ػՏݹ
ৗにௐୡମ੍のڧԽΛਤͬてい·͢ɻ
ҭにؚ·ΕΔςʔϚͱ͠ては、環境・ڭ ・࣭ਓݖなͲが͋Γ、
ఆظతにใΛڞ༗͠てい·͢ɻ

ओཁऔҾઌͱͷؔڧԽɿ�
ύーτφーシッϓͷৢ

当社άϧʔϓでは、औҾઌは૬ൃޓలΛ͢ࢦେなύʔτ
φʔͱ͑ߟてい·͢ɻ
ύʔτφʔγοϓΛよΓݻڧなのに͠ていͨ͘Ίに、2021
年度ܧଓ͠て$43のऔΓΈΛ௨͡てよΓ૬ޓ理ղΛਂΊ、
৴པؔΛ͞らにৢ͠てい͖ͨいͱ͑ߟてい·͢ɻ

औҾઌͷٕज़ࢦಋ

当社άϧʔϓの৴པੑΛอͪଓけΔͨΊには、社は
ͪΖΜ、ௐୡϨϕϧの৴པੑอͨなけΕなΓ·ͤΜɻ
ͦのͨΊには、ύʔτφʔで͋ΔऔҾઌのの࣭のΈな
らͣ、ਓݖ、環境、安全なͲ、༷ ʑな໘でのௐࠪ・ࢦಋ・管理Λ
ͱがॏཁͱな͜͏ߦ
Γ·͢ɻ当社ࡐࢿ部
では、ػցܥ中核事業
会社（ݹՏػ࢈γες
Ϝζ᷂、ݹՏϩοΫυ
Ϧϧ᷂、ݹՏϢχοΫ
᷂）ͱ͠ྗڠ、ඞཁに
Ԡ͡てऔҾઌのࢦ

ಋ・ఏҊなͲΛͬߦてい·͢ɻ
2020年度は、৽ܕίϩφΠϧεײછ֦େのӨڹによΓ、
ಋͱなΓ·ͨ͠ɻಛにւ֎のࢦらΕͨํ๏でのऔҾઌのٕज़ݶ
管ࡐ会社ͱは、ಈըΛ༻いͨΣϒ会議にてՃ工工ఔ、部ྗڠ
理、࣭ࠪݕମ੍、環境および安全ରࡦなͲの֬ೝ、ࢦಋΛߦい
·ͨ͠ɻࠃのྗڠ会社には、๚のྃղΛಘ্ͨで、গਓ、
ؒ࣌での֬ೝ、ࢦಋΛߦい·ͨ͠ɻ

ઓུ会議ࡐࢿ

当社ࡐࢿ部では、ػցܥ中核事業会社のࡐࢿ部者でߏ
͢Δ「ࡐࢿઓུ会議」Λ年2回、開催͠てい·͢ɻ
͜の会議では、「ݹՏػցۚଐάϧʔϓௐୡج本ํ」にͮج
いͨௐୡ׆ಈਪਐのͨΊ、年度ඪにର͢Δ各事業会社のਐ
֬ೝ、՝ղܾにけͨҙަݟΛͬߦてい·͢ɻ
2020年度は、ௐୡ部の202�年Ϗδϣϯの中核ͱҐஔけ
ていΔ、ύʔτφʔγοϓৢにけͨαϓϥΠϠʔϚωδϝ
ϯτのڧԽͱࡐࢿ部におけΔ$43ௐୡにͭいての۩ମతな
い·ͨ͠ɻߦΛަݟҙ౼ݕ
ઓུ会議のํにのͬͱͬͨऔΓΈΛよΓ۩ମࡐࢿ、ͨ·
తにݕ౼͢Δ場ͱ͠て、݄ に̍回、事業会社͝ͱにݸผఆྫ会
議Λ実施͢Δͱͱに、Ҋ݅͝ͱに度ଧ合ͤΛ実施͠、よΓ
͖Ίのࡉかい׆ಈΛͬߦてい·͢ɻ

国内ྗڠ会社のٕज़ࢦಋ
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TOPICS

「足尾ಔࢁ」Λհ͢Δө૾が、2021年�݄に࢈業Ҩ࢈ใηϯλʔにてެ開͞Ε·ͨ͠ɻඇమۚଐͱ͠ては、2020年度に「足
尾ಔࢁ」が੍࡞ରにબఆ͞Ε、ಉηϯλʔからのཁのͱ、当社ө૾ߏのݕ౼ࣸਅのબఆにࠓ、͠ྗڠय़、9分の足
尾ಔࢁΛհ͢Δө૾が͠·ͨ͠ɻө૾は1�ຕのεϥΠυでߏ͞ΕておΓ、໌ ࠾、でら͢ਓʑࢁに足尾ಔظ࣏ ・߭બ ・߭
࿉・༌ૹ・ൃ ిの工ఔに分けてղઆ、ެ のࣸਅΛେ͖ݱのࣸਅ࣌にͭながΔٕज़ྫなͲΛ、当ࡏݱ、のऔΓΈࢭ
͘ө͠、φϨʔγϣϯͱͱにհ͠てい·͢ɻ
ಉηϯλʔはֳの委ୗΛडけҰൠஂࡒ๏ਓ࢈業Ҩࠃ࢈ຽ会議がӡӦ
͠ておΓ、201�（ฏ2�）年�݄にϢωείੈքҨ࢈委員会においてੈքจԽ
Ҩ࢈ͱ͠てొ͞Ε 「業࢈మ・߯、ધ、ੴ　࢈業ֵ໋Ҩ࢈本の࣏໌ͨ」
Λ中৺ͱͨ͠࢈業Ҩ࢈にؔ͢Δใൃ৴Λͬߦてい·͢ɻ໌ 業ֵ໋࢈本の࣏
Ҩͩ࢈けでな͘、࢈業Ҩ࢈にؔ͢Δհө૾ΛలࣔのҰ部ͱ͠て੍͠࡞、ϦΩο
υ・ΪϟϥΫγʔͱい͏ྟ場͋ײΔ�໘のେܕσΟεϓϨʔΛར༻ͨ͠ύϊϥ
Ϛө૾にて์ө͠てい·͢ɻ

հө૾「ࢁ足尾ಔ」ใηϯλʔの࢈業Ҩ࢈

հө૾ࢁใηϯλʔʹͯެ։தのඌಔ࢈Ҩۀ࢈

グループガバナンス体制の強化

コンプライアンスの強化

お客さまとの関わり

環境への取り組み

従業員との関わり

取引先との関わり

株主・投資家との関わり

地域社会との関わり

ඌখֶߍͷ社会Պֶݟ会Λ࣮ࢪ

足尾᷂͘͞ػؠでは、ݩの足尾খֶߍのࣇಐΛରͱͨ͠
社会Պֶݟ会Λఆظతに実施͠ておΓ、2020年度は、9݄にಉ
�年ੜ�໊ͱઌੜがಉ社Λ๚Ε·ͨ͠ɻߍ
当はಉ社の工ఔ、ੈ ք各ࠃの༌出ํ๏、Քಇݱ場な
Ͳにͭいてのઆ໌ޙ、ۭ ѹ・༉ѹখܕϒϨʔΧのϥΠϯΛ
͞、ͨ·てらい·ͨ͠ɻֶ͠ݟ がいかにྗྗの͘͞ػؠ͘
ಐからは「ͱてࣇてらい·ͨ͠ɻ͠ײいので͋ΔかΛମڧ
ྗ͘ڧてڻいͨ」なͲのײがͤدらΕ·ͨ͠ɻಉߍのদӜ
にͭいてΔݩに、·ͣはػΛֶݟ長ઌੜからは、「社会Պߍ
͜ͱがେͩͱ͑ߟておΓ、ҬでのίϛϡχέʔγϣϯΛ׆
ੑԽ͢Δ͜ͱで、ࣇಐͨͪのֶびにͭな͛ͨい」ͱのίϝϯτΛ
い͖ͨͩ·ͨ͠ɻಉ社では、ޙࠓܧଓ͠てֶݟ会Λ実施͠て
い͖·͢ɻ

ίロφՒͰͷҬͷ׆ݙߩಈ

ցۚଐ᷂ஜ๛出ு所では、社༗に͋ΔϒϧʔϕػՏݹ
ϦʔԂにຖ年ݩの༮ஓԂ・খ͜ͲԂのԂࣇΛট͠てい
·͢が、৽ܕίϩφΠϧεײછରࡦのͨΊϒϧʔϕϦʔԂ
ΛดԂ͠ておΓ、͜ のট中͠ࢭてい·ͨ͠ɻ·ͨ、Ԃでは৽
༡び場施ઃのࢭͱ͠てԕ足の中ࡦછରײίϩφΠϧεܕ
ดなͲのાஔがͱらΕていͨͨΊ、Ԃͪͨࣇが֎出Δػ

Ҭ社会ͱͷؔΘΓ
会がͬݮてい·ͨ͠ɻ
͠か͠、༮ஓԂଆからのཁͱい͏͜ͱ͋Γ、ࣗ વͱ৮Ε͋
͏͜ͱによΓڙࢠ本དྷのؾ׆ΛऔΓ͢͜ͱがで͖Δのではな
いかͱ͑ߟ、ϒϧʔϕϦʔԂपลのߴ場Λ年中・年長の��
໊のԂࣇに開์͠·ͨ͠ɻ
ͦのޙ、ಉԂからは、Ԃࣇのসإが૿͑ͨͱのおྱのใࠂΛ
डけ·ͨ͠ɻ当所ではࠓ
ίϩφΠϧܕ、৽ޙ
εײછରࡦにྀͭ͠
ͭݩのݙߩのํ๏Λ
͠ࡧてい͖·͢ɻ

古河機械金属άルーϓͷ�
ਗ਼ϘϥϯテΟΞ׆ಈͷঢ়گ

当社άϧʔϓ各社では、Ҭの׆ݙߩಈのҰ環ͱ͠て、ਗ਼
ϘϥϯςΟΞ׆ಈΛ実施͠てい·͢ɻ2020年度は৽ܕίϩφ
ΠϧεײછのӨڹで、ౡݝいΘ͖ࢢのബүւਫཋ場ਗ਼׆
ಈΛは͡Ί、ྫ 年開催͞ΕていΔ΄ͱΜͲの׆ಈが中ࢭͱなΓ
·ͨ͠ɻ͜ のよ͏なঢ়گのなかで、29回Λܴ͑Δٶݝઋ
・̍ສਓϓϩδΣΫτのࢢ
ಈが実施͞׆ྲྀҬҰ੪ਗ਼
Ε、当社άϧʔϓのݹՏػ࢈γε
ςϜζ᷂౦ࢧళから໊̕が৽ܕ
ίϩφΠϧεײછରࡦΛ実施
͠てࢀՃ͠·ͨ͠ɻ
当社άϧʔϓ各社は、ޙࠓ׆
ಈが࠶開͞Ε࣍ୈ、৽ܕίϩφ
ΠϧεײછରࡦΛ֬実に実施͠
Ճ͠てい͖·͢ɻࢀಈに׆ͭͭ

ؔ࿈͢Δ
ओͳ4%(T
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グループガバナンス体制の強化

コンプライアンスの強化

お客さまとの関わり

環境への取り組み

従業員との関わり

取引先との関わり

株主・投資家との関わり

地域社会との関わりجຊతͳํ͑ߟ

当社άϧʔϓの*3׆ಈのతは、גओ・ࢿՈのօ͞·に当
社άϧʔϓΛਖ਼͘͠͝理ղいͨͩͨ͘Ί、ܦӦํ、事業༰、
事業ઓུ、業・ࡒ務༰なͲのا業ใΛެฏ、ਝ、ਖ਼֬に
ఏ͠ڙ、ରΛ௨͡て৴པؔΛߏங͢Δͱͱに、ূ 場ࢢ݊

ՈͱͷؔΘΓࢿओ・ג

からا業Ձのదਖ਼なධՁΛಘΔ͜ͱで͢ɻ·ͨ、גओ・ࢿ
Ոのօ͞·からいͨͩいͨ当社άϧʔϓにର͢Δҙݟཁ
Λ、ܦӦにϑΟʔυόοΫ͢ΔなͲ、ํのίϛϡχέʔ
γϣϯのॆ実ΛਤΔ͜ͱΛج本࢟ͱ͠てい·͢ɻ

ؔ࿈͢Δ
ओͳ4%(T

ओͳ*3׆ಈ

˔機ؔࢿՈ、Ξφリスτͱͷίミϡニケーシϣϯ
ܾ、ಈのҰ環ͱ͠て׆3* ผ*3ϛʔςΟϯά、εݸઆ໌会ࢉ
ϞʔϧϛʔςΟϯά、ΞχϡΞϧϨϙʔτ（統合ใࠂॻ）のૹ・
ൃ৴、工場のֶݟ会、ώΞϦϯάௐࠪなͲΛ実施͠てい·͢ɻ

Ոͱͷίミϡニケーシϣϯࢿਓݸ˔
ಈのҰ環ͱ͠て、ΣϒαΠτでのใ開ࣔのॆ実、টू௨׆3*
およびגओけใࠂॻのૹ・ൃ ৴、χϡʔεϦϦʔε*3αΠ
τのߋ৽ใΛおಧけ͢Δϝʔϧ৴なͲΛ実施͠てい·͢ɻ

戦 略
ロックドリル部門 ユニック部門 産業機械部門

銅山開発技術

CSVの視点を織り込んだ

事業活動による

採 鉱 技 術 運搬・選鉱技術

機械事業

掘　削
技　術

排水処理
技　術

粉　砕
技　術

排ガス
処理技術

油圧制御
技　術

2025年ビジョン
中期経営計画

古河機械金属グループは、鉱山開発に始まり社会基盤を支えてきた技術を進化させ、
常に挑戦する気概をもって社会に必要とされる企業であり続けます。

経営理念

ROE
ROA

CSR
ESG

ポンプ、破砕機等マテリアル
機械、橋梁、ベルトコンベヤ、
耐熱・耐摩耗鋳物等の製造・
販売、各種工事請負。

ユニッククレーン、ミニ・クローラ
クレーン、船舶用クレーン、ユニック
キャリア等の製造・販売。

油圧ブレーカ、油圧圧砕機、
油圧クローラドリル、トンネル
工事・鉱山用機械の製造・販売。

古河機械金属グループの価値創造プロセス

 古河機械金属グループは、創業以来145年に及ぶ長い歴史の中で、創業当時の鉱山業から様々な事業転換・多角化等の変革が
図られ、幾度もの苦難の時代を乗り越えて、古河グループの源流企業として今日に歴史をつないでいます。創業者である古河市兵衛 
の哲学を心に刻み、鉱山開発に始まり社会基盤を支えてきた技術等を、CSV※の視点を織り込んだ「マーケティング経営」の実践により、
顧客ニーズと社会課題に適合し信頼され魅力ある製品・サービスに革新し続けてきました。私たちは、「カテゴリートップ・オンリーワン」 
企業として、社会課題の解決に役立つインフラ整備、製品・技術・サービス等を提供することで「企業価値」を創造すると同時に、 

「社会インフラ整備」、「安全で環境に優しい豊かな社会の実現」という「社会価値」の創造に寄与し続けていきます。

FURUKAWA CO., LTD. 2

リスク
マネジメント

カテゴリートップ・オンリーワン

事業ポート
フォリオ

マネジメント

製 品
技 術

サービス

「社会価値」
創造

社会課題
ニーズ

化成品部門金属部門 電子部門

「マーケティング経営」

「企業価値」創造

製 錬 技 術

素材事業

自熔製錬
技　術

硫酸製造
技　術

電子材料
技　術

委託製錬して生産
された電気銅、電気
金、電気銀、硫酸等
の販売。

硫酸、ポリ硫酸第二鉄
水溶液、硫酸バンド、
亜酸化銅、酸化銅等
の製造・販売。

高純度金属ヒ素、
結晶製品、コア・
コイル、窒化アル
ミニウム、光学部品
等の製造・販売。

社会インフラ整備
安全で環境に優しい豊かな社会
の実現

 この意を込めた経営理念を具現化するために、現在、創業150周年を迎える2025年度に向けた「2025年ビジョン」、それを３つの 
フェーズに分けて「中期経営計画」を策定し、達成に向け邁進しています。長年培われた技術と新たな戦略を融合し、機械と素材を中
心とした事業活動に、「ROE」、「ROA」、「事業ポートフォリオマネジメント」、「CSR」、「ESG」、「リスクマネジメント」の要素を加味しながら、 
SDGs（持続可能な開発目標）をはじめ、わが国における国土強靭化、生産年齢人口の減少など、様々な社会課題を解決し持続可能
な社会の実現に貢献し続けていきます。これが経営理念を具現化するための当社グループの価値創造プロセスです。

※ CSV（Creating Shared Value：共通価値/共有価値の創造）：企業が社会問題や環境問題などに 
 関わる社会課題に取り組み、「社会価値」と「企業価値」を両立させようとする経営フレームワーク。
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業ใا
会社֓ཁ�（2021年9月30日現在）

社ɹɹ ɿ໊ ݹՏ機ց金ଐ株式会社 '636,"8" $0� -5%�

ຊ社ॴࡏɿ  ˟ ��������  
౦ژઍా۠େखொೋஸ�൪�߸  

ʢৗ൫ڮλϫʔʣ

 ද ɿऀ දऔక社ɹதށ ູ

ɹɹۀɿ ����ʢ໌࣏�ʣ�݄

ઃɹɹ ɿཱ ����ʢେਖ਼�ʣ�݄

機ց෦ɺϩοΫυϦϧ෦ɺϢχοۀ࢈ʢۀࣄ内༰ɿ  機ցۀࣄ
Ϋ෦ʣɺૉۀࣄࡐʢ金ଐ෦ɺి ෦ɺԽ෦ࢠ
ʣɺෆಈۀࣄ࢈ʢෆಈ࢈෦ɹ他ʣ

ࢿ ຊ 金ɿ ���ԯ���ສԁ ʢ�����݄��ࡏݱʣ

ܾ ࢉ ɿ �݄��ظ

ै ۀ һɿ ����人ʢ࿈݁ʣ ʢ�����݄��ࡏݱʣ

売上高

1597億円
（2020年度）

ᶃ
1�.5%

ᶄ
15.1%

ᶅ
17.4%

ᶆ
47.7%

ᶇ3.6%
ᶈ4.�% ᶊ�.4%ᶉ1.3%

ᶃۀ࢈機ց෦

ᶄϩοΫυϦϧ෦

ᶅϢχοΫ෦

ᶆ金ଐ෦

ᶇిࢠ෦

ᶈԽ෦

ᶉෆಈ࢈෦

ᶊその他෦

部ผച্ߴൺ

事業ྖҬ

機
械
事
業

機ց෦ۀ࢈ 機γεςϜζ᷂࢈Տݹ

ϩοΫυϦϧ 
෦ ՏϩοΫυϦϧ᷂ݹ

ϢχοΫ෦ ՏϢχοΫ᷂ݹ

素
材
事
業

金ଐ෦ ՏϝλϧϦιʔε᷂ݹ

෦ࢠి ᷂ࢠՏిݹ

Խ෦ ՏέϛΧϧζ᷂ݹ

不
動
産
事
業
等

ෆಈ࢈෦他 Տ機ց金ଐ᷂ݹ

（2021年3月31日現在） گͷঢ়ࣜג

ࣜג˔

˔ॴ༗ऀผߏࣜג

個人・その他
24.67% 

金融機関
29.65%

証券会社
1.59%

自己株式
3.38%

外国人
15.33%

その他国内法人
25.38%

Մ株式૯ߦൃ ��������株

株式の૯ࡁߦൃ ��������株

株ओ૯ �����໊

˔େגओ（�0 Ґ）

ओ໊ג ג࣋
（ઍג）

ൺג࣋
（ˋ）

ຊϚελʔτϥετ৴ୗۜࣜגߦձ （ࣾ৴ୗޱ） ����  ����

ேੜ໋อݥ૬ޓձࣾ ����  ����

ਗ਼૰߹ݐࣜגձࣾ ����  ����

（ޱ৴ୗ）ߦձࣾຊΧετσΟۜࣜג ����  ����

ԣΰϜࣜגձࣾ ����  ����

ձࣾࣜגۀؾՏిݹ   ���  ����

ࣜגػి࢜ձࣾ   ���  ����

ଛอݥδϟύϯࣜגձࣾ   ���  ����

ձࣾౢࣜג ���  ����

தԝෆಈࣜג࢈ձࣾ   ���  ����

（）1���当社は、ࣗ ��9�1ࣜגݾ্、Λอ༗͠ておΓ·͢がג919 ओからはআ֎͠ておגେه
Γ·͢ɻ

ࣗ、ൺはג࣋��2　　 גݾ （ࣜ1��9ておΓ·͢ɻ͠ࢉܭআ͠て߇Λ（ג919
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務σータ（࿈݁）ࡒ

部ผച্ߴ・Ӧ業རӹ

˔売上高
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